
H
本
企
業
の
能
率
管
理

（
一
）
職
場
の
能
率
管
理

能
率
管
理
と
は
、
一
定
の
品
質
を
前
提
と
し
て
、
最
小
限
の
人
件
費
で
可
能
な
限
り
の
生
産
量
・
販
売
量
を
実
現
す
る
た
め
の
経

営
の
方
策
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
職
場
の
能
率
管
理
に
対
象
を
限
定
す
る
。
製
造
業
の
生
産
現
場
や
小
売
業
の
売
場
レ
ベ
ル
の
管
理

や
交
渉
の
問
題
に
焦
点
を
絞
る
た
め
で
あ
る
。
労
働
生
産
性
一
般
を
議
論
す
る
た
め
に
は
、
現
場
レ
ベ
ル
を
超
え
た
大
規
模
な
設
備

投
資
や
経
営
戦
略
な
ど
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
問
題
は
中
心
的
に
は
扱
わ
な
い
。
生
産
管
理
、
人
事
管
理
、

経
営
企
画
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
活
動
に
の
み
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
も
の
づ
く
り
や
販
売
の
現
場
ラ
イ
ン
組
織
の
活
動
に
ま

で
下
り
て
能
率
管
理
の
実
態
を
考
察
す
る
。

日
本
企
業
の
製
造
現
場
の
管
理
は
、
他
の
先
進
諸
外
国
よ
り
も
相
対
的
に
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
日
本
的

生
産
シ
ス
テ
ム
の
研
究
は
、
生
産
工
程
に
お
け
る
モ
ノ
や
ヒ
ト
や
情
報
の
効
率
的
な
活
用
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
職
場
の

能
率
管
理
に
つ
い
て
も
、
そ
の
な
か
で
一
定
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
あ
る
能
率
水
準
（
そ
れ
は
労
働
強
度
と
か
か
わ
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る
）
が
企
業
組
織
四
で
ど
の
よ
う
に
合
意
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
十
分
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。

能
率
管
理
論
は
こ
の
点
を
重
視
し
て
い
る
。

雇
用
契
約
と
能
率
交
渉

雇
用
契
約
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
る
職
務
内
容
や
能
率
水
準
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
明
記
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
労

使
は
事
後
的
に
交
渉
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
（
「
雇
用
契
約
の
不
完
備
性
」
）
。
そ
の
際
、
労
働
側
は
、
経
営
者
の
自
由
裁

量
を
制
限
し
、
労
働
強
度
を
統
制
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。
こ
の
能
率
交
渉
は
、
雇
用
関
係
が
長
期
に
な
る
ほ
ど
に
必
要
性
が
高

ま
る
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
契
約
の
不
完
備
性
と
そ
れ
に
付
随
す
る
能
率
交
渉
は
ど
こ
に
で
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
交
渉
の
具
体

的
な
現
わ
れ
方
に
は
、
国
や
産
業
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
欧
米
の
製
造
現
場
で
は
、
標
準
生
産
量
を
中
心
に
能
率
交
渉
が
展
開
す

る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
た
と
え
ば
能
率
給
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
標
準
生
産
量
の
設
定
が
賃
金

へ
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
企
業
で
は
要
員
数
に
つ
い
て
の
交
渉
に
重
点
が
置
か
れ
る
傾
向

が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
で
は
賃
金
と
仕
事
と
が
厳
密
に
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
個
々
人
の
職
務
内
容
が
固
定

的
で
は
な
い
た
め
に
、
従
業
員
の
多
能
エ
化
や
職
務
再
編
を
通
じ
た
漸
進
的
な
要
員
合
理
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
が
あ

る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
日
本
企
業
の
能
率
管
理
を
扱
う
本
章
で
は
、
要
員
問
題
に
重
点
を
置
い
て
議
論
を
展
開
す
る
。

さ
て
、
能
率
交
渉
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
あ
る
能
率
水
準
が
、
ど
の
よ
う
な
対
抗
軸
で
交
渉
さ
れ
合
意
さ
れ
る
の
か
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
第
一
に
、
労
働
組
合
と
会
社
と
の
労
使
協
議
に
着
目
す
る
。
労
働
組
合
は
、
労
働
力
の
売
り
手
を

代
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
能
率
交
渉
の
主
体
と
な
る
の
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
に
、
現
場
ラ
イ
ン
組

織
と
経
営
上
層
・
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
の
間
の
能
率
交
渉
に
も
着
目
す
る
。
現
場
ラ
イ
ン
組
織
は
生
産
管
理
や
人
事
管
理
の
う
え
で
一

定
程
度
の
自
律
性
を
も
ち
、
能
率
交
渉
の
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
の
能
率
交
渉
は
、
部
門
業
績
管
理

の
な
か
で
展
開
し
て
い
る
。
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な
お
、
こ
の
二
つ
の
交
渉
が
性
質
の
違
い
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
労
働
組
合
と
会
社
と
の
間
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
間
題
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
処
理
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
「
手
続
的
ル
ー
ル
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
労
使
間
で

結
ば
れ
る
ル
ー
ル
に
は
、
こ
う
し
た
「
手
続
的
ル
ー
ル
」
と
直
接
的
に
労
働
条
件
を
規
定
す
る
「
実
体
的
ル
ー
ル
」
と
が
あ
る

(
D
u
n
l
o
p
 
[
1
9
5
8
]
 

pp. 1
3
-
1
6
)

。
雇
用
契
約
は
不
完
備
で
あ
り
、
「
実
体
的
ル
ー
ル
し
に
お
い
て
、
起
こ
り
う
る
す
べ
て
の
間
題
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
想
定
外
の
事
態
に
対
処
す
る
手
続
き
を
整
備
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
、
労
働
側
に
と
っ
て
、
そ
し

て
多
く
の
場
合
は
経
営
側
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
。
労
働
組
合
は
そ
う
し
た
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、
現
場
の
仕

事
に
関
す
る
知
識
や
情
報
は
、
組
合
よ
り
も
む
し
ろ
現
場
の
管
理
者
の
ほ
う
が
多
く
も
っ
て
い
る
。
能
率
水
準
に
与
え
る
実
体
的
な

影
響
力
か
ら
す
れ
ば
、
現
場
ラ
イ
ン
組
織
が
経
営
内
で
行
な
う
交
渉
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
、
日
本
企
業
の
能
率
交
渉
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合
と
現
場
ラ
イ
ン
組
織
が
行
な
う
二
つ
の
交
渉
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
交
渉
は
相
互
に
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
同
時

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

長
期
安
定
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
能
率
管
理

日
本
企
業
の
能
率
管
理
は
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
と
も
か
か
わ
っ
て
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
以
前

に
お
け
る
日
本
の
製
造
業
の
能
率
管
理
に
は
、
出
来
高
に
応
じ
た
仕
組
み
が
広
く
用
い
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
日
露
戦
争
以
前
の
造

船
業
で
は
親
方
請
負
制
度
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
請
負
単
価
の
設
定
を
通
じ
て
、
会
社
側
は
生
産
物
単
位
当
た
り
の
費

用
を
操
作
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
終
結
後
か
ら
一
九
二

0
年
代
に
か
け
て
親
方
請
負
制
度
は
次
第
に
な
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
会

(8) 

社
の
技
術
者
が
能
率
給
制
度
を
設
計
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五

0
年
代
ま
で
は
、
能
率
給
が
広
く
採
用
さ
れ
、
能
率
給
に
よ
る

能
率
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
六

0
年
代
に
は
能
率
給
が
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

こ
の
動
阿
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
長
期
安
定
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と
関
連
し
て
い
る
。
労
働
者
は
、
会
社
と
の
関
係
が
長
期
化

（三）
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し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
金
を
短
期
的
な
増
減
だ
け
で
は
な
く
て
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後

の
労
働
組
合
は
、
賃
金
の
変
動
を
制
約
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
。
ま
た
経
営
側
は
、
長
期
的
な
昇
給
や
昇
進
の
仕
組
み
を
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
手
法
と
し
て
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
管
理
制
度
の
変
化
に
伴
っ
て
、
能
率
給
の
金
銭
的
刺
激
を
通
じ
て

能
率
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
機
能
は
、
次
第
に
意
味
を
失
っ
て
い
っ
た
。
代
わ
り
に
職
場
の
能
率
管
理
の
中
心
的
課
題
と
な
っ
た

の
は
、
要
員
や
業
績
を
厳
格
に
統
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
能
率
給
の
金
銭
的
刺
激
に
よ
る
能
率
管
理
よ
り
も
、
仕
事
内

容
に
密
着
し
た
直
接
的
な
管
理
で
あ
っ
た
。

以
上
、
現
代
日
本
企
業
に
お
け
る
職
場
の
能
率
管
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
要
員
水
準
や
部
門
業
績
の
管
理
を
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

能
率
給
の
後
退

右
で
述
べ
た
能
率
給
制
度
の
縮
小
過
程
を
デ
ー
タ
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
4
1
1
は
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ

の
能
率
給
制
度
の
適
用
者
比
率
で
あ
る
。
日
本
に
は
旧
労
働
省
に
よ
る
マ
ク
ロ
統
計
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
外
国
に
つ
い
て
は

調
査
そ
れ
自
体
が
少
な
い
た
め
に
デ
ー
タ
が
ま
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
か
ら
も
能
率
給
の
お
お
よ
そ
の
水
準
と
ト

レ
ン
ド
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
で
は
、
一
九
五
一
年
に
は
す
べ
て
の
産
業
の
四

O・
八
％
の
労
働
者
が
何
ら
か
の
能
率
給
を
受
け
て
い
た
。
表
に
は
な
い
が
、

さ
ら
に
労
務
者
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）
に
限
定
す
れ
ば
四
五
・
ニ
％
に
も
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
一
九
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
を
み
て
み
よ
う
。
『
賃
金
労
働
時
間
調
査

(Earnings
a
n
d
 H
o
u
r
s
 S
u
r
v
e
y
)
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
七
年
か
ら
六
一
年
ま
で

は
微
増
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
五
一
年
の
製
造
業
に
お
け
る
適
用
比
率
は
、
四

0
％
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
四

O・
八
％
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
一
九
六

0
年
代
以
後
に
つ
い
て
は
、
能
率
給
が
所
定
内
賃
金
に
占
め
る
割
合
の
変
遷
を
日
本
と

（四）
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表 4-1 能率給適用者の比率

年 日本 イギリス ドイツ アメリカ

1945-46 30.0 % 

1947 37.0 % 

1949 44.7% 38.0 

1951 40.8 40.0 30.0 

1953 49.1 40.0 

1955 31. 7 40.0 

1957 27.5 39.0 

1958 24.9 27.0 

1961 42.0 
26.0 

1963 20.6 

1964 19.1 

1965 17.4 

1966 15.0 

1967 14.0 

1971 49.5(6.0)% 

1980 48. 3 (8. 5) 

1985 47.3(9.1) 

1987 47.3(10.5) 
（ 

1990 46. 8 (10. 3) 

1992 48.1(12.5) 

（注 1) 調査対象が国によって若干異なる。イギリスは製造業のブルーカラー、

日本は製造業、アメリカは製造業のブルーカラー、ドイツはプ）レーカラ

ー全体。

（注 2) ドイツの数値はアコード賃金とプレーミェン賃金の合計。（ ）内はプ

レーミェン賃金で内数。

（出所） 日本： 1949~65 年については労働省『給与厚生調査』。 1970~78 年に

ついては労働省『賃金労働時間制度総合調査』。アメリカ：仁田[-九九

三］ニー頁。イギリス．•H. M. Stationery Office, Ministry of Labour Gazette, 

London, 1961。ドイツ：日本労働研究機構[-九九八d]六四頁。

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
4

(10) 

_
2
)
。
そ
れ
を
み
る
と
、
日
本

で
は
一
九
六

0
年
代
以
降
に
急
激

に
低
下
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
本
格
的
に
減
少
す

る
の
は
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
は
、

職
務
給
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ

の
上
乗
せ
と
し
て
能
率
加
算
や
成

績
加
給
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
能
率
給

は
ア
コ
ー
ド
賃
金

(
A
k
k
o
r
d
l
o
h
n
)

と
プ
レ
ー
ミ
ェ
ン
賃
金
（
P
品
mien,

J
o
h
n
)

に
分
け
ら
れ
る
。
ア
コ
ー

ド
賃
金
と
は
、
生
産
置
に
比
例
し

て
賃
金
額
が
変
動
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
プ
レ
ー
ミ
ェ
ン
賃
金
と
は
、

ア
コ
ー
ド
賃
金
以
外
の
能
率
給
す

べ
て
を
指
し
、
生
産
量
だ
け
で
は
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ア
メ
リ
カ
で
は
、

働
研
究
機
構
[
]
九
九
八
d
]
六
四
＇
七

0
頁
）
。
表
4
I
1

に
あ
る
と
お
り
、
一
九
七
一
年
時
点
で
は
、
能
率
給
が
四

九
・
五
％
の
比
率
を
占
め
、
そ
の
う
ち
ア
コ
ー
ド
賃
金
が

圧
倒
的
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七

0
年
代
か
ら

九

0
年
代
に
か
け
て
、
能
率
給
の
適
用
比
率
に
は
ほ
と
ん

ど
変
化
は
な
い
。
日
本
と
比
較
し
て
、
能
率
給
の
適
用
さ

れ
る
労
働
者
の
比
率
が
大
き
い
。
し
か
し
、
ゆ
っ
く
り
と

ア
コ
ー
ド
賃
金
の
比
率
が
低
下
し
、
そ
の
分
は
プ
レ
ー
ミ

エ
ン
賃
金
の
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

一
九
五
一
年
の
時
点
で
は
、
三

0
％
と
日
本
よ
り
も
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
は
、
デ
ー
タ
が
限
ら
れ
る

(12) 

も
の
の
、
六
三
年
に
か
け
て
は
日
本
ほ
ど
急
激
な
減
少
は
起
き
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
能
率
給
の
縮
小
は
先
進
国
に
共
通
の
傾
向
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
と
程
度
に
は
大
き

な
違
い
が
み
ら
れ
た
。
一
九
五

0
年
代
ま
で
は
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
能
率
給
適
用
比
率
の
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
六

0
年
代
に
は
日
本
企
業
の
み
が
急
速
に
能
率
給
を
廃
止
し
て
い
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

降
に
能
率
給
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

一
九
九

0
年
代
ま
で
高
い
比
率
を
保
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
つ

い
て
は
デ
ー
タ
上
の
制
約
が
あ
っ
た
が
、
日
本
よ
り
は
ゆ
っ
く
り
と
能
率
給
は
後
退
し
て
い
た
。

(13) 

多
く
の
先
行
研
究
で
は
、
先
進
諸
外
国
の
労
働
組
合
が
能
率
給
を
存
続
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
能
率
給
が
経
営
側
に
よ
る
能
率
管
理
の
手
段
と
し
て
十
分
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
留
保
が
必
要
で

表4-2 所定内賃金に占める能率給の割合

年 日本 イギリス

1953 14.9 % 

1959 11.2 

1963 7.5 

1967 5.7 

1972 3.3 

1973 8.9 % 
1975 2.6 9.8 

1980 2.0 11. 0 

1990 2.7 7.8 

1998 4 3 

2002 4 5 

（注 1) イギリス労働省の NES(New Earning Survey)調

査の対象はフルタイムの 21歳以上の男性肉体労働

者である。

（注 2) NES調査は所定内賃金を調査していないが、給

与総額から残業代を引いて所定内賃金を求め、そ

れに対する能率給の割合を算出した。

（出所） 日本： 1965年までは『給与厚生調査』。 1967年

以降は『賃金労働時間制度総合調査』。イギリス：

Minisrry of Labour, Department of employment Gazette, 

London,各年。

な
く
不
良
品
・
手
直
し
率
、
材
料
・
エ
具
・
消
耗
品
、
稼

働
率
な
ど
の
要
素
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
日
本
労

一
九
九

0
年
代
以
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第四章能率管理

あ
る
が
、
少
な
く
と
も
能
率
給
を
基
礎
と
し
た
能
率
交
渉
の
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
日
本
企
業
が
、

能
率
給
に
依
存
し
な
い
新
し
い
能
率
管
理
の
仕
組
み
を
整
備
し
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
労
使
合
意
を
い
ち
早
く
形
成
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
記
し
た
と
お
り
、
日
本
企
業
に
お
け
る
能
率
管
理
や
交
渉
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
要
員
問
題
と
業
績
管
理

に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
以
降
で
は
、
鉄
鋼
業
、
自
動
車
産
業
、
総
合
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
の
事
例
を
取
り
上
げ

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

こ
こ
で
は
、
鉄
鋼
業
の
能
率
管
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
に
、
鉄
鋼
業
の
要
員
管
理
の
特
徴
を
整
理
す
る
。
そ
の
際
、
生
産

技
術
と
要
員
管
理
制
度
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
要
員
問
題
や
そ
れ
に
か
か
わ
る
事
柄
を
広
く
労
使
協
議
制
度
で
取
り

扱
う
こ
と
が
鉄
鋼
大
手
企
業
の
特
徴
な
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
協
議
制
度
の
運
用
や
形
成
史
を
整
理
す
る
。
第
三
に
、
業
績
管
理

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
ど
の
よ
う
な
管
理
指
標
を
業
績
目
標
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

鉄
鋼
業
の
要
員
管
理

生
産
技
術
の
特
徴
と
要
員
管
理

こ
こ
で
は
鉄
鋼
業
の
生
産
技
術
上
の
特
徴
を
整
理
し
、
そ
れ
が
要
員
管
理
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

(14) 

す
る
。
鉄
鋼
業
の
生
産
工
程
は
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
え
ば
、
製
銑
工
程
と
製
鋼
工
程
と
圧
延
工
程
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
三
つ
の
工
程
を
す
べ
て
抱
え
る
企
業
を
、
銑
鋼
一
貫
メ
ー
カ
ー
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
は
主
に
銑
鋼
一
貫
メ
ー
カ
ー
を
想
定
し
て
議

（

一

）

鉄

鋼

業

I6, 



付
加
的
要
員
の
管
理

鉄
鋼
業
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
二
四
時
間
の
連
続
操
業
で
あ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
要
員
（
作
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
正

味
要
員
に
一
定
の
余
裕
を
加
え
た
も
の
）
の
ほ
か
に
欠
員
補
充
や
中
食
交
代
の
た
め
の
付
加
的
な
要
員
が
必
要
と
な
る
。
欠
員
補
充
要

員
と
は
、
従
業
員
が
休
日
を
取
得
す
る
た
め
の
交
代
要
員
で
あ
り
、
中
食
交
代
要
員
と
は
休
憩
を
と
る
た
め
に
必
要
な
要
員
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
要
員
算
定
上
の
区
分
で
あ
り
、
具
体
的
な
誰
か
が
交
代
要
員
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

交
代
勤
務
制
度
で
は
、
一
組
の
作
業
チ
ー
ム
が
八
時
間
労
働
で
あ
る
か
ら
、
三
組
で
一
日
の
操
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在

で
は
四
組
三
交
替
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
七

0
年
頃
ま
で
は
三
組
三
交
替
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
三
組
三

4ヽ

0
し 論

を
進
め
る
。
製
銑
工
程
と
は
、
鉄
鉱
石
、
コ
ー
ク
ス
、
石
灰
石
な
ど
を
溶
鉱
炉
で
溶
か
し
て
銑
鉄
を
つ
く
る
工
程
で
あ
る
。
製
鋼

工
程
と
は
、
銑
鉄
を
精
錬
し
成
分
調
整
す
る
工
程
で
あ
る
。
圧
延
工
程
と
は
、
成
分
調
整
後
の
鋼
を
、
板
や
管
と
い
っ
た
製
品
の
形

状
に
塑
性
加
工
す
る
工
程
で
あ
る
。
溶
鉱
炉
は
基
本
的
に
は
火
を
消
さ
な
い
の
で
、
高
炉
職
場
は
二
四
時
間
操
業
と
な
る
。
現
在
で

は
、
そ
の
下
の
製
鋼
、
圧
延
工
程
も
二
四
時
間
連
続
操
業
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
設
備
修
理
・
保
全
部
門
や
事
務
部
門

は
、
基
本
的
に
は
昼
間
だ
け
の
勤
務
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
生
産
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
要
員
管
理
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
。
第
一
に
、
二
四
時
間
連
続
操
業
の
職
場
が
多

い
の
で
、
欠
員
補
充
要
員
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
設
定
基
準
は
労
使
の
争
点
と
な
る
が
、
そ
れ
は
職
場
よ
り
も
上
の
全
社
レ
ベ
ル
の

労
使
協
議
で
取
り
扱
わ
れ
る
。
第
二
に
、
装
置
産
業
で
あ
る
た
め
に
、
設
備
の
変
更
が
要
員
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
さ
ら
に
、

装
置
が
大
規
模
で
あ
る
た
め
、
設
備
投
資
の
意
思
決
定
に
は
、
事
業
所
内
の
他
の
部
署
や
本
社
の
設
備
関
係
部
署
が
関
与
す
る
。

S

総
じ
て
、
鉄
鋼
業
で
は
要
員
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
工
場
（
課
）
よ
り
も
上
の
組
織
が
関
与
す
る
。
し
か
し
、
後
述
す

る
と
お
り
、
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
に
か
か
わ
る
よ
う
な
問
題
に
お
い
て
は
、
職
場
レ
ベ
ル
の
話
し
あ
い
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
多
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交
替
制
度
の
も
と
で
は
、
す
べ
て
の
組
に
毎
日
出
番
が
回
っ
て
く
る
の
で
、
組
の
な
か
で
個
別
に
休
日
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
欠
員
補
充
要
員
が
存
在
す
る
。
こ
の
欠
員
補
充
算
定
基
準
が
労
使
の
要
員
交
渉
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一

九
七

0
年
頃
に
は
、
鉄
鋼
大
手
各
社
に
四
組
―
―
―
交
替
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、
年
次
有
給
休
暇
の
た
め
の
も
の
を
除
き
、
欠
員
補

充
要
員
は
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

次
に
、
中
食
交
替
要
員
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
連
続
操
業
の
場
合
、
休
憩
は
交
代
で
と
る
必
要
が
あ
り
、
休
憩
者
が
抜
け
て
も
作

業
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
中
食
交
替
要
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
労
使
関
係
上
は
中
食
の
回
数
が
問
題
と
な
る
。
中

食
が
二
回
し
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
作
業
チ
ー
ム
の
半
数
が
一
度
に
休
憩
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
分
の
中
食
交
替
要
員
が
必

要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
中
食
回
数
を
増
や
す
と
交
替
要
員
の
配
置
が
少
な
く
て
す
む
。
そ
の
た
め
、
会
社
側
は
回
数
を
増
や
そ
う

と
す
る
の
に
対
し
て
、
労
働
側
は
減
ら
そ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
は
、
一
九
六

0
年
代
後
半
に
行
な

わ
れ
た
要
員
合
理
化
時
に
、
三
回
だ
っ
た
中
食
交
替
を
六
回
に
増
や
し
て
い
る
と
い
う
（
藤
沢
[
-
九
七
八
]
)
。

こ
の
よ
う
に
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
付
加
的
な
要
員
の
設
定
基
準
を
め
ぐ
っ
て
労
使
の
交
渉
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、

全
社
レ
ベ
ル
の
労
使
協
議
事
項
で
あ
る
が
、
職
場
レ
ベ
ル
の
協
議
の
必
要
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
欠
員
補
充
要

員
は
、
算
定
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
端
数
切
上
げ
の
関
係
で
）
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、

従
業
員
の
配
置
管
理
や
技
能
面
で
の
対
応
可
能
性
と
い
っ
た
仕
事
内
容
に
密
着
し
た
事
柄
を
、
職
場
レ
ベ
ル
で
議
論
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

柔
軟
な
移
動

大
卒
、
あ
る
い
は
大
学
院
卒
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
、
本
社
採
用
で
あ
り
、
事
業
所
を
越
え
て
全
国
的
に
配
置
転
換
す
る
こ
と
が

通
常
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
作
業
員
は
事
業
所
採
用
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
そ
の
範
囲
を
越
え
た
移
動
は
な
い
。
し
か
し
、
高

度
成
長
期
に
お
け
る
新
鋭
製
鉄
所
の
建
設
や
古
い
製
鉄
所
の
閉
鎖
に
伴
っ
て
、
作
業
員
に
も
大
規
模
な
遠
距
離
配
転
が
行
な
わ
れ
た
。
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（二）
そ
の
際
に
は
基
本
的
に
本
人
の
同
意
を
重
視
し
、
住
居
な
ど
の
各
種
の
生
活
上
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
（
日
本
労
働
協
会
編
[
-
九
七

五])。そ
れ
に
対
し
て
、
事
業
所
内
の
配
転
に
つ
い
て
は
、
作
業
員
に
つ
い
て
も
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
。
移
動
の
柔
軟
性
は
、
配
転
問
題

の
労
使
関
係
上
の
処
理
が
ど
れ
ほ
ど
迅
速
に
行
な
わ
れ
る
の
か
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
あ
る
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

で
は
、
石
油
危
機
以
降
の
省
力
化
の
過
程
で
、
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
石
田
[
-
九
八
六
]
[
―
九

八
九
]
[
―
九
九
五
]
)
。
す
な
わ
ち
、
事
業
所
内
の
配
転
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
本
部
の
労
使
協
議
を
経
ず
に
、
課
レ
ベ
ル
で
の
従
業

員
へ
の
説
明
を
通
じ
て
迅
速
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
使
の
取
り
決
め
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
経
営
に
協
力
的
な

労
働
組
合
が
高
度
成
長
期
以
降
に
主
流
に
な
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

総
じ
て
、
鉄
鋼
業
で
は
柔
軟
な
配
償
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
要
員
の
差
出
職
場
・
受
入

職
場
の
個
別
の
状
況
に
応
じ
た
話
し
あ
い
や
、
個
人
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
職
場
レ
ベ
ル
で
の
協
議
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
次
は
労

使
協
議
の
制
度
的
体
系
を
み
て
い
こ
う
。

労
使
協
議
制
度
の
特
徴

包
括
的
な
労
使
協
議

職
場
の
要
員
決
定
は
、
賃
金
や
労
働
時
間
と
は
異
な
り
、
成
文
規
則
に
よ
る
画
一
的
決
定
が
難
し
い
の
で
、
職
場
レ
ベ
ル
の
運
用

(16) 

を
め
ぐ
る
協
議
や
事
後
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、
要
員
表
は
毎
月
の
生
産
計
画
に
対
応
し
て
変
動
す
る
性
格

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
要
員
水
準
の
妥
当
性
が
労
使
で
協
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
移
動
や
要
員
合
理
化
に
つ

い
て
は
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
職
場
に
近
い
労
使
が
話
し
あ
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
鉄
鋼
業
で
は
職
場
の
労
使
協
議
制
度

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
企
業
の
労
使
協
議
と
団
体
交
渉
は
、
そ
の
内
容
や
運
用
に
お
い
て
厳
密
に
は
区
別
し
難
い
（
氏
原
[
-
九
七
九

r
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表 4-3 鉄鋼労使の話しあいの場

レベIレ 名称 組合の関与 付議事項

①賃金・退職金・一時金に関する協定

②労働協約および付属協定、争議基本協定

団体交渉 協議決定 （労働時間を含む）

企 ③人事制度に関する協定

④その他の協定（社外勤務、労災、要員基準）

①要員・人員

労使委員会 協議 ②福利厚生

業
③安全衛生

説明・報当・
①経営

経営審議会 ②生産・設備計画
意見関陳

③組織・制度

団体交渉 協議決定
①中央協約・協定の事業所細部協定

②休日・時間外労働協定

事 談明・報告 ①生産計画（短期）

業 労使委員会
②要員・人員

協議 ③福利厚生
（ 

所 ④安全衛生

経営審議会
説明・報告・ ①生産・設備計画

意見開陳 ②組織・制度

説明・報告
①生産・設備計画

工 ②組織・制度
場

職場生産委員会 ③要員・人員

課^  ヽ
説明・報告・ ④安全衛生
意見を徴す

⑤福利厚生

（出所） 仁田［一九八八］九五頁をもとに筆者作成。

仁
田
二
九
八
九
]
)
。

そ
れ
ゆ
え
、

労
使
の
話
し
あ
い
の
場
の
全
体
を
み

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
あ
る
鉄
鋼
大

手
メ
ー
カ
ー
で
は
、
表
4
I
3
の
よ

う
な
話
し
あ
い
の
場
が
あ
る
（
仁
田

〔
一
九
八
八
]
)
。
話
し
あ
い
の
場
は
、
’

企
業
レ
ベ
ル
、
事
業
所
レ
ベ
ル
、
エ

場
（
課
）
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
企
業
レ
ベ
ル
、
事

業
所
レ
ベ
ル
に
は
、
団
体
交
渉
、
労

使
委
員
会
、
お
よ
び
経
営
審
議
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
労
使
委
員
会
と

経
営
審
議
会
が
、
一
般
的
に
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
の
労
使
協
議
制
度
で
あ
る
。

工
場
（
課
）
レ
ベ
ル
に
は
、
職
場
生

産
委
員
会
と
い
う
協
議
機
関
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

組
合
の
関
与
の
程
度
と
付
議
事
項

を
み
る
と
、
団
体
交
渉
で
は
労
働
協

約
や
労
働
条
件
事
項
が
付
議
さ
れ
て
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一
九
五

0
年
代
か
ら
労
使
協
議
制
度
の
整
備
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
録
が
あ
る
（
折
井

[
―
九
七
―
―
-
]
、
高
梨
[
-
九
六
七
]
)
。
こ
れ
は
、
同
労
組
で
一
九
五

0
年
代
前
後
に
強
く
展
開
し
た
左
派
主
導
の
運
動
に
お
い
て
、
要

求
さ
れ
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
営
側
が
組
合
の
要
求
に
応
じ
た
背
景
に
は
、
一
九
五

0
年
代
初
頭
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
一
次
合

理
化
（
設
備
の
復
旧
、
新
設
備
稼
働
）
を
円
滑
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

八
幡
製
鉄
所
で
は
、
一
九
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
労
使
協
議
制
度
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、

日
本
鋼
管
に
お
い
て
は
、

い
っ
た
。

お
り
、
「
労
使
双
方
の
意
見
の
一
致
を
必
要
と
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
協
議
決
定
」
で
あ
る
。
労
使
委
員
会
で
は
、
主
に
労
働
条

件
事
項
が
付
議
さ
れ
て
お
り
、
「
双
方
誠
意
を
も
っ
て
合
意
に
到
達
す
る
よ
う
努
力
を
す
る
」
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
協

議
L

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
は
組
合
と
の
合
意
が
な
く
と
も
実
施
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
経
営
審
議
会
で
は
、
経
営
生
産
事
項

が
付
議
さ
れ
て
お
り
、
「
説
明
・
報
告
・
意
見
開
陳
L

と
い
う
よ
う
に
、
経
営
側
か
ら
の
説
明
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
組
合
側
の
関
与
は
、
労
働
条
件
事
項
で
は
強
く
、
経
営
生
産
事
項
で
は
弱
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
要
員
や
賃
金
と
い
っ
た
労

働
条
件
事
項
だ
け
で
は
な
く
、
要
員
に
影
響
を
与
え
る
生
産
、
設
備
、
組
織
な
ど
の
経
営
生
産
事
項
ま
で
が
労
使
協
議
の
対
象
と
し

て
幅
広
く
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

要
員
に
つ
い
て
は
、
全
社
、
事
業
所
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
て
、
職
場
レ
ベ
ル
で
も
話
し
あ
わ
れ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
と
お

(17) 

り
、
要
員
と
い
う
事
柄
の
性
質
上
、
職
場
の
個
別
の
交
渉
と
合
意
形
成
が
重
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

要
員
協
議
の
整
備

組
合
の
要
員
へ
の
発
言
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
職
場
レ
ベ
ル
の
協
議
機
関
の
設
置
が

必
要
と
な
る
。
第
二
に
、
経
営
側
の
提
案
が
変
更
可
能
な
時
点
で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
事
前
協
議
制
度
の
整
備
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
点
は
、
企
業
に
よ
っ
て
時
期
的
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
第
二
次
大
戦
後
の
経
営
合
理
化
を
契
機
と
し
て
整
備
さ
れ
て
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業
績
管
理

以
下
で
は
、
第
一
に
、
鉄
鋼
業
の
部
門
業
績
管
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
計
画
値
管
理
と
呼
ば
れ
る
部
門

(19) 

業
績
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
値
に
よ
る
管
理
は
、
早
い
企
業
で
は
、
一
九
六

0
年
代
前
半
に
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
八
幡
製
造
所
で
は
、
一
九
六
四
年
に
計
画
値
管
理
が
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
夏
目

[
1
]
0
0
五
]
)
。
ま
た
、
川

崎
製
鉄
で
は
、
一
九
六

0
年
代
前
半
に
計
画
値
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
前
野
[
-
九
六
三
〕
）
。
第
二
に
、
自
主
管

理
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
自
主
管
理
活
動
と
は
、

Q
C
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
に
職
場
の
労
働
者
が
参
加
す
る
小
集
団
活
動
で
あ
り
、

職
場
の
末
端
従
業
員
の
能
率
問
題
へ
の
参
加
は
自
主
管
理
活
動
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

（三）

一
九
五

0
年
代
か
ら
一
九
六

0
年
代
の
経
営
合
理
化
を
契
機
と
し
て
、
労
使
協
議
制
度
が

右
派
労
組
が
勢
力
を
強
め
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
鋼
管
の
事
例
と
は
状
況
が
異
な
る
。
一
九
六

0
年
代
前
半
期
に
お
け
る
現
場

監
督
制
度
の
重
要
な
経
営
合
理
化
で
あ
っ
た
作
業
長
制
度
の
導
入
に
際
し
て
、
作
業
長
の
非
組
合
員
化
と
引
き
換
え
に
職
場
レ
ベ
ル

の
協
議
機
関
で
あ
る
贔
職
場
生
産
委
員
会
し
が
設
置
さ
れ
た
(
-
九
六
三
年
）
。
組
合
側
が
要
員
問
題
に
対
し
て
有
効
な
発
言
を
す
る

た
め
に
は
、
職
場
レ
ベ
ル
で
の
協
議
機
関
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
経
営
側
に
と
っ
て
は
作
業
長
を
経
営
管
理
者
と
し
て
貫
徹
さ

せ
る
た
め
に
は
非
組
合
員
化
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
交
渉
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
会
社
側
は
、
千
葉
県
の

新
鋭
製
鉄
所
建
設
に
伴
っ
て
、
一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
要
員
合
理
化
と
配
置
転
換
を
進
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
八
幡
組
合
側
は

事
前
協
議
を
求
め
、
そ
れ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
高
度
成
長
期
に
お
け
る
製
鉄
所
の
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
配
置
転
換
が
契
機
と
な
っ

て
、
要
員
合
理
化
の
事
前
協
議
が
整
備
さ
れ
た
(
-
九
六
六
年
）
。

こ
の
よ
う
に
鉄
鋼
大
手
企
業
で
は
、

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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現
場
に
よ
る
業
績
目
標
の
設
定

計
画
値
管
理
と
は
、
期
初
に
各
課
が
業
績
目
標
値
を
発
表
し
、
期
末
の
達
成
度
を
評
価
し
、
未
達
成
で
あ
れ
ば
そ
の
原
因
を
追
究

す
る
と
い
う
管
理
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
活
動
の
目
標
管
理
は
ど
こ
に
で
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
鉄
鋼
業

の
運
用
の
仕
方
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。

第
一
に
、
計
画
値
管
理
で
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
量
や
品
質
、
そ
し
て
材
料
や
設
備
の
効
率
的
利
用
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

計
画
値
に
は
、
①
原
単
位
、
②
歩
留
、
③
時
間
当
た
り
生
産
量
、
④
稼
働
率
、
と
い
っ
た
指
標
が
あ
り
、
詳
細
は
職
場
ご
と
に
異
な

る
。
こ
れ
ら
の
指
標
は
主
に
変
動
費
と
か
か
わ
っ
て
お
り
、
人
件
費
は
含
ま
れ
な
い
。
要
員
は
、
半
年
単
位
の
業
績
管
理
と
は
別
の

扱
い
に
な
っ
て
お
り
、
課
長
（
工
場
長
）
の
目
標
に
と
っ
て
は
、
与
件
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
工
場
（
課
）
が
計
画
値
の
設
定

主
体
と
な
っ
て
い
る
。
君
津
製
鉄
所
所
史
（
所
史
編
さ
ん
委
員
会
[
-
九
八
五
]
―
二
二
，
―
二
三
頁
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
計
画

値
は
、
あ
る
べ
き
望
ま
し
い
諸
元
（
願
望
的
目
標
値
）
と
し
て
で
は
な
く
、
努
力
を
前
提
に
達
成
可
能
な
技
術
的
諸
元
値
と
し
て
設

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
ラ
イ
ン
管
理
者
た
る
工
場
長
が
所
長
に
実
現
を
約
束
し
た
数
値
で
も
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

工
場
側
が
主
体
的
に
目
標
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
業
績
管
理
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
作
用
し
て
お
り
、
工
場
側
が
単
純
に
低
い
目
標
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
機
会
主
義
的
（
相
手
を
あ
ざ
む
く
）
行
動
を
抑
止
し
て
い

る。イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

計
画
値
で
取
り
上
げ
る
歩
留
、
原
単
位
、
時
間
当
た
り
生
産
量
、
稼
働
率
な
ど
は
、
生
産
活
動
の
効
率
性
を
図
る
主
要
な
指
標
で

あ
り
、
日
々
の
生
産
活
動
の
中
心
的
な
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
実
績
を
各
工
場
の
交
替
番
ご
と
に
競
い
あ
っ
て
お
り
、
新

記
録
達
成
な
ど
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
青
木
宏
之
〔
―

1
0
0
七
d
]
）
。
こ
う
し
た
職
場
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
次
の

よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
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第
I

に
、
生
産
計
画
を
め
ぐ
る
事
業
所
間
の
競
争
で
あ
る
。
大
手
鉄
鋼
企
業
で
は
、
注
文
・
販
売
機
能
は
本
社
に
集
中
し
て
い
る

が
、
生
産
は
複
数
の
事
業
所
で
行
な
っ
て
い
る
。
同
じ
製
品
を
複
数
の
事
業
所
で
生
産
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
で

は
計
画
値
が
生
産
計
画
の
配
分
（
ミ
ル
配
分
）
を
決
定
す
る
際
の
判
断
材
料
に
も
な
る
。
計
画
値
管
理
は
、
事
業
所
間
の
コ
ス
ト
や

品
質
面
で
の
競
争
を
促
す
ツ
ー
ル
と
も
な
っ
て
い
る
（
青
木
宏
之
〔
二

0
0
七
b
〕
〔
二

0
0
七
C
]

）
。
事
業
所
が
生
産
計
画
を
獲
得
す

る
た
め
に
は
高
い
目
標
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
り
、
所
長
や
所
の
生
産
管
理
・
経
理
ス
タ
ッ
フ
は
、
工
場
に
厳
し
い
目
標
を
求
め
る
。

た
だ
し
計
画
値
は
、
過
去
の
実
績
が
勘
案
さ
れ
る
の
で
、
折
衝
の
み
で
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
田
修
に
よ
れ
ば
、
過

去
の
平
均
的
な
実
績
よ
り
も
若
干
高
め
に
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
上
田

[
1
]
0
0
三
]
)
。
第
一
一
に
、
管
理
者
へ
の
個
人
的
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
や
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
業
績
目
標
の
未
達
成
に
は
直
接
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
人
事
査
定
に
影
響
す
る
。
ま
た
、
業
績
の
進
捗
状
況
は
、
各
種
の
会
議
で
課
長
（
工
場
長
）
が
所
長
や
生
産
管
理
ス
タ
ッ
フ

へ
報
告
す
る
。
そ
の
際
に
、
計
画
と
実
績
の
乖
離
が
生
じ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
合
理
的
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
し
た
会
議
体
を
通
じ
て
、
管
理
者
に
目
標
達
成
へ
の
緊
張
感
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
（
青
木
宏
之
〔
二

0
0
七
d
]
）。

し
か
し
、
鉄
鋼
業
で
は
生
産
工
程
に
よ
っ
て
技
術
的
内
容
が
大
き
く
異
な
り
、
事
業
所
長
や
生
産
管
理
ス
タ
ッ
フ
部
門
が
、
す
べ
て

の
生
産
工
程
の
技
術
的
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
場
の
工
場
長
（
課
長
）
と
の
間
に
は
、
職
場
の
情

報
量
や
そ
の
理
解
力
に
差
が
出
る
こ
と
も
あ
る
（
「
情
報
の
非
対
称
性
」
）
。
悪
意
の
管
理
者
で
あ
れ
ば
、
努
力
水
準
を
低
く
抑
え
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
鉄
鋼
業
で
は
、
本
社
に
お
い
て
各
事
業
所
の
同
じ
生
産
工
程
の
管
理
者
が
集
ま
る
会
議
が
あ
り
、
そ

の
な
か
で
情
報
の
非
対
称
性
に
よ
る
機
会
主
義
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
第
一
一
一
に
、
業
績
目
標
値
（
計
画
値
）
を
基
準
に
し
て
生
産
計

画
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
標
達
成
へ
の
緊
張
感
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
目
標
と
し
た
能
率
水
準
で
作
業
が
進
ま
な

(20) 

け
れ
ば
所
定
の
生
産
計
画
が
達
成
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー
ヘ
の
納
期
に
遅
れ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
社
に
と

っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
へ
の
恐
怖
心
が
管
理
者
に
緊
張
感
を
も
た
せ
て
い
る
。
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以
下
で
は

自
主
管
理
活
動
を
通
じ
た
能
率
向
上

高
度
成
長
期
に
、
日
本
企
業
で
は
職
場
の
労
働
者
の
経
営
参
加
の
制
度
と
し
て
の
小
集
団
活
動
が
広
く
普
及
し
た
。
そ
れ
は
、

般
的
に
は
Q

C
サ
ー
ク
ル
や

N
D
活
動
な
ど
と
呼
ば
れ
た
が
、
鉄
鋼
業
で
は
自
主
管
理
活
動

(
J
K
活
動
）
と
も
称
さ
れ
た
。
自
主

管
理
活
動
に
お
け
る
、
労
働
者
の
創
意
工
夫
を
積
極
的
に
活
用
し
た
改
善
提
案
は
、
歩
留
や
原
単
位
と
い
っ
た
業
績
指
標
の
向
上
に

寄
与
し
て
き
た
。
自
主
管
理
活
動
に
は
、
人
材
育
成
や
職
場
の
モ
ラ
ー
ル
向
上
と
い
っ
た
効
果
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
制
度
の

目
的
は
能
率
問
題
の
み
に
限
定
で
き
な
い
が
、
能
率
管
理
の
P
D
C
A
(
P
l
a
n
,
D
o
,
 
Check, 
Action)

の
全
社
的
サ
イ
ク
ル
と
し
て
の

計
画
値
管
理
と
一
定
の
関
連
性
を
も
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
は
、
品
質
・
歩
留
向
上
、
コ
ス
ト
・
原
単
位
低
減
、
能
率
向
上
、
安
全
・
事
故
防

止
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
テ
ー
マ
選
定
に
お
い
て
は
「
上
司
方
針
と
の
関
連
あ
り
（
課
の
重
要
課
題
）
」
が
五
五
・

六
％
と
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
（
仁
田
[
-
九
八
八
]
三
八
頁
）
。
ま
た
、
あ
る
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
は
、
自
主
管
理
活
動
に
お

け
る
コ
ス
ト
改
善
を
見
込
ん
だ
う
え
で
、
職
場
の
予
算
を
策
定
す
る
と
い
う
（
土
屋
[
-
九
九
七
]
九
一
頁
）
。
以
上
、
鉄
鋼
業
で
は
、

自
主
管
理
活
動
を
通
じ
て
、
職
場
の
末
端
の
労
働
者
ま
で
も
が
能
率
問
題
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
動
車
産
業

本
節
で
は
、
自
動
車
産
業
の
要
員
管
理
と
業
績
管
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
節
の
鉄
鋼
業
の
よ
う
な
装
置
産
業
と
比
較
す
れ
ば
、

自
動
車
組
み
立
て
産
業
は
労
働
集
約
的
で
あ
り
、
作
業
速
度
は
装
置
よ
り
も
作
業
者
の
技
能
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
い
。
そ
の
よ

う
な
技
術
的
条
件
の
も
と
で
は
、
能
率
問
題
の
焦
点
は
、
個
々
の
作
業
者
の
標
準
作
業
の
合
理
化
や
無
駄
な
作
業
の
排
除
に
当
て
ら

れ
る
。

二
）
に
お
い
て
、
標
準
時
間
管
理
と
要
員
設
定
の
関
連
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
次
に
、

(
-
―
)
に
お
い
て
、
組
合
に
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第四章能率管理

（一） よ
る
要
員
の
規
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
に
（
三
）

の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

自
動
車
産
業
の
要
員
管
理

で
は
、
職
場
の
業
績
目
標
の
設
定
過
程
や
従
業
員
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

標
準
時
間
管
理
を
中
心
と
し
た
要
員
管
理

に

ん

く

標
準
時
間
と
要
員
の
関
係
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
自
動
車
産
業
で
は
、
要
員
を
工
数
あ
る
い
は
人
工
と
し
て
、
時
間
（
分
単
位
）

で
管
理
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
五
人
の
作
業
者
が
四
時
間
行
な
う
作
業
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
五
人

x

四
時
間
（
二
四
0
分
）
・
一
•
四
八
〇

分
（
定
時
稼
働
時
間
）
で
ニ
・
五
エ
数
と
な
る
。
標
準
作
業
や
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
が
細
か
く
設
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
て
労

働
力
の
管
理
も
頭
数
で
は
な
く
て
時
間
単
位
で
行
な
わ
れ
る
。
エ
数
計
算
の
基
本
を
単
純
化
し
て
表
わ
せ
ば
、
式
①
の
と
お
り
で
あ

る
。
生
産
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
総
作
業
時
間
を
、
定
時
稼
働
時
間
（
休
憩
時
間
を
差
し
引
く
の
で
あ
る
が
、
単
純
化
し
て
八

時
間
と
す
る
）
で
割
っ
た
値
で
あ
る
。
た
だ
し
従
業
員
は
、
す
べ
て
の
労
働
時
間
を
直
接
的
な
生
産
作
業
に
費
や
す
わ
け
で
は
な
い
。

段
取
り
時
間
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
手
待
ち
な
ど
の
、
標
準
時
間
に
は
含
ま
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
付
帯
的
な
時
間
が
存
在
す
る
。
そ
れ

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
式
②
は
付
帯
時
間
を
分
母
か
ら
除
い
た
場
合
で
あ
る
。

工
数
11
必
要
総
作
業
時
間
（
台
当
た
り
標
準
時
間

x
生
産
台
数
）
／
定
時
稼
働
時
間
（
四
八
0
分）

工
数
11
必
要
総
作
業
時
間
（
台
当
た
り
標
準
時
間
X
生
産
台
数
）
／
定
時
稼
働
時
間
（
四
八
0
分
）
ー
付
帯
時
間

工
数
の
算
定
式
を
以
上
の
よ
う
に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
エ
数
を
削
減
す
る
た
め
に
現
場
レ
ベ
ル
で
行
な
う
こ
と
の
で
き
る
努
力
は

二
方
向
に
整
理
さ
れ
る
。
第
一
に
、
分
子
の
値
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
産
計
画
を
所
与
と
す
れ
ば
、
台
当
た
り
標

準
時
間
を
短
縮
す
る
し
か
な
い
。
標
準
作
業
の
内
容
を
見
直
し
、
改
善
し
て
台
当
た
り
標
準
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ

② ① 
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ト
ヨ
タ
の
標
準
時
間
設
定

こ
こ
で
は
、
門
田
安
弘
の
調
査
に
依
拠
し
て
、
ト
ヨ
タ
の
標
準
時
間
設
計
と
そ
の
合
理
化
の
仕

方
を
検
討
し
よ
う
（
門
田
[
-
九
九
―
]
）
。
作
業
員
の
標
準
時
間
は
、
「
標
準
作
業
組
合
せ
票
」
に

示
さ
れ
る
。
「
標
準
作
業
組
合
せ
票
」
の
作
成
手
順
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
時
間
・
動

作
研
究
を
通
じ
て
単
位
作
業
に
必
要
な
時
間
を
確
定
す
る
。
そ
れ
は
、
「
手
作
業
時
間
」
「
自
動
送

り
時
間
」
「
完
成
時
間
」
「
交
換
個
数
」
「
交
換
時
間
」
に
分
け
て
記
録
さ
れ
る
。
「
手
作
業
時
間
」

と
は
、
作
業
の
正
味
時
間
で
あ
る
。
「
自
動
送
り
時
間
」
と
は
、
材
料
を
送
っ
て
い
る
時
間
で
あ

り
、
そ
の
間
は
同
じ
機
械
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
完
成
時
間
」
は
前
二
者
の
合
計
で
あ
る
。

「
交
換
個
数
」
「
交
換
時
間
」
の
説
明
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
各
作
業
の
完
成
時
間
が
決
ま
る
と
、
次
に
は
作
業
者
へ
の
割
り
当
て

と
、
各
作
業
者
が
所
定
の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
（
一
人
の
作
業
員
に
与
え
ら
れ
る
一
連
の
作
業
の
標
準
時
間
）
内
で
遂
行
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
ア
ク
シ
ョ
ン
の
順
序
を
決
め
る
。
そ
の
際
、
作
業
の
順
序
は
必
ず
し
も
工
程
の
順
序
と
は
一
致
し
な
い
。
作
業
者
の
設
備
と
の

位
置
関
係
を
考
慮
し
て
、
合
理
的
に
作
業
の
組
み
合
わ
せ
が
設
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
図
4
1
1
の
よ
う
に
、
左
の
従
業
員
の
担
当

作
業
①
、
②
、
③
は
コ
ン
ベ
ア
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

表
4

ー

4
は
「
標
準
作
業
組
合
せ
票
」
の
具
体
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
二
分
が
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
各
作
業

の
右
側
に
、
「
手
作
業
時
間
」
と
「
自
動
送
り
時
間
」
と
を
転
記
す
る
。
「
手
作
業
時
間
」
は
実
線
で
、
「
自
動
送
り
時
間
」
は
点
線

図 4-1 作業の割り当てと工程のレイアウト

入口

出口

（出所） 門田［一九九ー］二六0頁。

数
の
値
が
小
さ
く
な
る
。
第
二
に
、
分
母
の
値
を
大
ぎ
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

定
時
稼
働
時
間
は
一
定
で
あ
る
か
ら
、
付
帯
時
間
を
小
さ
く
す
る
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
段
取
り

時
間
の
節
約
な
ど
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
エ
数
を
合
理
化
す
る
た
め
に
、
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い

る
時
間
管
理
の
仕
方
を
紹
介
し
よ
う
。
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表 4-4 標準作業組合せ票

囲胆ふ怖淫

品番 標準作業組合せ表
製造

10月
日産

240個 手作業3561-4630 
年月日 必要数

自動送り ―-------
工程名

機械加工
NO.l 

作業者の
サタイイク広ル 2分 歩＼ 行 vい^～ぃ～

パート 2 所属および氏名

時間 作業時間

作業順 作業名称 (960個） (480個） (320個） (240個）
手作業 自動送り 6° 12° 18'24゚ ⑰ 36° 42048° 54゚① 106"112" 118" 124'頌わ136"142" 148" 154”② 206" 212" 218" 224" 

1 
パレットから

01° 材料取り出し I') 

2 センタードリル 07° 1'20" し．ーて -— >--~- し←て ---

3 チャムファー 09° 1'35" l -,--←•一 ←•一 -- 9—— 
内

4 リーム 09° 1'25" I 

丙 --

5 リーム 10° 1'18" ‘-下 -- -,--、1

6 NE-200 08° 50" し—-

7 GR-101 05° し

8 SA-130 07° 1'10" ‘-_{ 一に―— -9 

， JI-500 10° 1'30" 
,~ 

4 

10 HU-400 12° 55" オーバーラップは不可 ' - < 

11 洗浄、ニップ品ルを取入付れる 20° 
.,_ 

パレットに製

憐
臣
撼

6° 12° 180 24゚ ⑤ 36° 420 480 54゚① 106"112" 118" 124"@136" 142" 148" 154"② 206" 212" 218" 224" 

(960個） （480個） （320個） （240個）

（出所） 門田[-九九ー］二五八頁。 I
C
O
I
 



表4-5 作業時間の分類

総実務労働時間

直接時間
無標時直接時間

II 
間接時間 常傭時間

付加価値生産時間

（出所） 上井［一九九四］一五二頁。

で
、
そ
し
て
次
の
作
業
へ
と
移
る
た
め
の
歩
行
時
間
は
波
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
標
準
作
業
組
合

せ
票
し
を
描
く
際
の
留
意
点
は
、
第
一
に
、
「
自
動
送
り
時
間
し
の
間
は
同
じ
機
械
が
使
え
な
い
の
で
、

次
の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
「
手
作
業
時
間
し
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二

に
、
「
手
作
業
時
間
」
と
「
歩
行
時
間
」
が
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
内
に
隙
間
な
く
収
ま
る
よ
う
に
、
標
準
作

業
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
時
間
が
余
っ
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
作
業
を
追
加
で
き
な
い
か
ど

う
か
を
検
討
し
て
み
る
。
は
み
出
し
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
作
業
を
組
み
直
す
か
、
そ
の
分
だ
け
作

業
時
間
を
短
縮
す
る
改
善
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
内
に
で
き
る
だ

け
多
く
の
作
業
を
詰
め
込
む
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
を
通
じ
て
、
「
手
作
業
時
間
」
や
「
歩
行
時
間
’
」

な
ど
の
短
縮
を
行
な
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
エ
数
が
削
減
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ト
ヨ
タ
で
は
、
こ
う
し
た
標
準
作
業
の
組
み
換
え
は
、
組
長
や
班
長
と
い
っ
た
現
場
監
督
者
が

主
体
と
な
っ
て
行
な
う
。
現
場
監
督
者
は
、
作
業
の
経
験
を
も
つ
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
研
究
や
動
作
研

究
と
い
っ
た
I
E
(
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
)

技
法
を
活
用
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
二
五
ニ

ー
ニ
五
三
頁
）
。

A
社
の
作
業
時
間
の
管
理

作
業
時
間
全
体
の
な
か
に
は
、
製
造
に
費
や
す
時
間
の
ほ
か
に
、
段
取
り
や
手
待
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

時
間
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
を
合
理
的
な
水
準
に
し
て
、
製
造
に
費
や
す
時
間
の
割
合
を
増
や
す
こ
と
が

能
率
向
上
に
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
は
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ

l
A
社
に
お
け
る
、
日
々
の
作
業
時
間
の
管

理
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
（
上
井
[
-
九
九
四
]
)
。

A
社
で
は
、
組
長
の
作
業
日
誌
に
基
づ
い
て
、
作
業
時
間
の
実
績
を
表
4
I
5
の
よ
う
な
区
分
で
記
録
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し
、
作
業
能
率
の
変
化
や
そ
の
原
因
が
み
や
す
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
意
味
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
総
実
労
働
時
間
」
と
は
、
製
造
ラ
イ
ン
の
直
接
員
の
総
労
働
時
間
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
総
実
労
働
時
間
」
の
う
ち
、
高
直
接
時
間
」

と
は
、
付
加
価
値
生
産
に
直
接
結
び
つ
き
、
か
つ
正
規
部
品
の
標
準
化
さ
れ
た
加
工
組
立
作
業
に
従
事
し
た
時
間
で
あ
る
。
こ
の
時

間
の
占
め
る
割
合
を
高
め
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
「
無
標
時
直
接
時
間
I
」
は
、
付
加
価
値
生
産
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
試
作
や

治
工
具
製
作
に
従
事
し
た
時
間
で
あ
る
。
「
II
」
は
、
付
加
価
値
生
産
に
直
接
結
び
つ
く
が
、
工
程
や
加
工
条
件
が
不
安
定
な
た
め

標
準
時
間
が
設
定
で
き
な
い
正
規
部
品
の
加
工
組
立
作
業
に
従
事
し
た
時
間
で
あ
る
。
「
間
接
時
間
」
と
は
、
付
加
価
値
生
産
に
直

接
結
び
つ
か
な
い
間
接
作
業
に
従
事
し
た
時
間
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
工
場
整
備
、
教
育
時
間
、
雑
間
接
（
会
議
・
集
会
、
作
業
指

導
、
朝
礼
、
生
産
準
備
な
ど
）
、
自
部
署
オ
ー
ダ
ー
、
他
部
署
オ
ー
ダ
ー
、
資
産
製
作
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
時
間
は
短
け
れ
ば
よ
い
と

は
限
ら
な
い
が
、
付
加
価
値
に
結
び
つ
く
作
業
時
間
の
割
合
を
増
や
す
た
め
に
は
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
常
傭
時
間
」
と
は
、

直
接
生
産
に
結
び
つ
か
な
い
手
待
ち
時
間
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
管
理
手
待
、
設
備
手
待
、
組
合
時
間
、
文
化
・
体
育
時
間
、
診

療
時
間
な
ど
で
あ
る
。

以
上
、

A
社
で
は
こ
の
よ
う
な
区
分
に
し
た
が
っ
て
作
業
時
間
を
管
理
し
、
直
接
的
な
付
加
価
値
作
業
時
間
（
「
直
接
時
間
」
と

「
無
標
時
直
接
時
間
II
」
)
の
割
合
を
合
理
的
な
水
準
に
保
つ
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
毎
月
の
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

(21) 

部
門
能
率
の
進
捗
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

組
合
の
要
員
規
制
ー
職
場
役
員
の
役
割

要
員
設
定
に
関
す
る
組
合
の
発
言
の
仕
方
を
み
て
み
よ
う
。
要
員
設
定
が
問
題
と
な
る
の
は
、
①
生
産
計
画
と
連
動
し
た
毎
月
の

要
員
体
制
の
決
定
、
②
作
業
の
改
善
や
設
備
の
変
更
に
伴
う
標
準
時
間
の
再
設
定
、
③
新
車
の
立
ち
上
げ
の
際
の
標
準
時
間
設
定
、

な
ど
の
場
合
で
あ
る
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
作
業
組
織
の
典
型
例
と
さ
れ
る
日
本
の
自
動
車
産
業
で
は
、
要
員
体
制
を
め
ぐ
る
労
使
の

対
立
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
組
合
は
ど
の
よ
う
に
要
員
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（二）
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(22) 

大
手
自
動
車
メ
ー
カ

l
B
社
で
は
、
毎
月
の
生
産
計
画
に
関
し
て
、
前
月
二

0
日
頃
に
全
社
レ
ベ
ル
の
労
使
で
生
産
説
明
会
が
開

か
れ
る
。
そ
の
後
、
要
員
体
制
に
関
し
て
は
、
毎
月
直
前
の
二
五
日
頃
に
各
工
場
で
説
明
会
が
開
か
れ
る
。
し
か
し
組
合
支
部
（
エ

場
単
位
）
は
、
こ
う
し
た
説
明
の
事
前
に
工
場
の
人
事
グ
ル
ー
プ
か
ら
生
産
菫
と
要
員
の
情
報
を
得
て
、
あ
ら
か
じ
め
嬰
望
を
伝
え

て
お
く
。
こ
う
し
た
事
前
の
や
り
と
り
で
は
、
工
場
経
営
陣
と
組
合
支
部
（
工
場
単
位
の
組
合
組
織
）
と
の
利
害
は
だ
い
た
い
一
致
す

る
。
本
社
、
工
場
経
営
、
組
合
支
部
の
三
者
の
関
係
は
、
比
喩
的
に
い
え
ば
「
工
場
と
支
部
が
本
社
を
攻
め
る
」
と
い
う
関
係
に
な

る
。
工
場
の
労
使
に
は
対
立
よ
り
も
、
む
し
ろ
利
害
の
共
有
の
ほ
う
が
大
き
い
。

ま
た
、
日
々
の
改
善
活
動
と
そ
れ
に
伴
う
要
員
合
理
化
は
、
そ
も
そ
も
労
使
協
議
の
正
式
な
付
議
事
項
で
は
な
い
の
で
、
経
営
側

が
比
較
的
自
由
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

B
社
労
組
は
、
一
九
六

0
年
代
以
降
、
生
産
性
向
上
に
協
力
す
る
基
本
路
線

を
と
っ
て
い
る
の
で
、
日
々
の
改
善
活
動
そ
れ
自
体
に
は
反
対
し
な
い
。
た
だ
し
、
「
見
せ
か
け
だ
け
の
能
率
向
上
」
や
「
無
理
な

改
善
」
な
ど
の
不
適
切
な
運
用
に
つ
い
て
は
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
組
合
規
制
の
強
い
大
手
自
動
車
メ
ー
カ

l
A
社
で
は
、
要
員
へ
の
組
合
の
関
与
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

A
社
で
は
、

前
月
月
頭
の
会
議
に
お
い
て
全
社
の
生
産
体
制
の
原
案
が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
中
旬
頃
に
は
課
の
管
理
職
と
職
場
長
（
多
く
の

場
合
は
職
場
組
合
役
員
を
兼
ね
る
）
と
の
間
で
職
場
の
体
制
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
一
九
＼
二

0
日
に
は
、
本
社
と
組
合
本
部

と
の
間
で
、
全
社
的
な
生
産
体
制
の
問
題
が
協
議
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
工
場
と
支
部
レ
ベ
ル
で
、
当
該
工
場
の
関
係
す
る
す

べ
て
の
生
産
体
制
上
の
問
題
が
協
議
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
要
員
計
画
を
含
む
生
産
体
制
の
決
定
に
は
、
全
社
、
工
場
、
職
場
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
組
合
な
い
し
現
場
監
督
者
が
関
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
、
組
合
支
部
よ
り
も
職
場

長
と
課
長
と
の
協
議
が
先
行
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
支
部
は
生
産
体
制
事
務
折
衝
に
の
ぞ
む
。
す
な
わ
ち
、
職
場
の
組

合
役
員
で
も
あ
る
職
場
長
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
職
場
長
は
、
経
営
合
理
性
を
制

約
す
る
よ
う
な
強
い
規
制
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

新
車
立
ち
上
げ
時
の
標
準
時
間
設
定
に
お
け
る
A
労
組
の
関
与
の
仕
方
を
み
て
み
よ
う
。
標
準
時
間
は
正
味
作
業
時
間
と
余
裕
時
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以
上
、
自
動
車
産
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
要
員
規
制
の
強
さ
は
、
企
業
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
日
本
の
製
造
業
に
お
い
て
、

A
社
労
組
の
よ
う
に
、
経
営
を
強
く
規
制
す
る
組
合
は
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
事
例
か
ら
は
、
職
場
長
の
関
与
の
仕

方
が
職
場
の
能
率
を
大
き
く
左
右
す
る
可
能
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
式
な
組
合
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
職
場
長
を
通
じ
て
能
率

交
渉
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
、
作
業
改
善
に
伴
う
要
員
合
理
化
が
正
式
の
労
使
協
議
事
項
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
か
か
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
、
鉄
鋼
業
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

業
績
管
理

こ
こ
で
は
、
自
動
車
産
業
の
業
績
管
理
を
検
討
す
る
。
職
場
の
能
率
を
管
理
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
業
績
指
標
が
あ
り
、
毎

期
の
目
標
値
は
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
通
し
て
設
定
さ
れ
る
の
か
。
そ
し
て
、
職
場
や
個
人
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え

ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

要
員
合
理
化
中
心
の
業
績
目
標

ま
ず
、
職
場
の
能
率
を
管
理
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
指
標
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
自
動
車
組
立
現
場
の
業

績
目
標
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が
用
い
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
エ
数
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

C
社

(25) 

で
は
、
安
全
、
品
質
、
原
価
、
生
産
性
、
稼
動
率
、
納
期
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
目
標
設
定
が
、
毎
期
、
工
場
（
事
業
所
）
ご
と

(26) 

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
業
績
管
理
に
お
い
て
最
も
重
点
を
置
か
れ
て
い
る
の
は
原
価
で
あ
る
。
そ
し
て
原
価
を
切
り
下
げ
る
た
め
の

中
心
的
な
項
目
は
エ
数
で
あ
る
。

C
社
は
マ
ネ
タ
リ
ー
な
指
標
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
他
の
メ
ー

（三）
響
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。

間
で
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
余
裕
時
間
は
全
社
的
な
基
準
が
あ
り
、
そ
の
変
更
に
は
組
合
と
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
正
味
作

(24) 

業
時
間
の
設
定
に
お
い
て
は
、

I
E
担
当
部
門
と
現
場
の
職
場
長
と
の
話
し
あ
い
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
際
に
も
職
場
長
の
発
言
が
影
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カ
ー
で
も
、

(27) 

工
数
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
密
接
に
連
動
す
る
指
標
を
現
場
の
業
績
管
理
の
中
心
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
点
が
鉄
鋼
業
と

は
異
な
る
自
動
車
の
業
績
管
理
の
特
徴
で
あ
る
。

目
標
設
定
に
お
け
る
現
場
の
参
加

次
に
、
エ
数
削
減
を
中
心
と
し
た
業
績
目
標
が
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
通
じ
て
決
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
要
員
体

制
を
め
ぐ
る
交
渉
が
、
事
業
所
内
の
労
使
よ
り
も
む
し
ろ
、
工
場
対
本
社
の
間
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
り
、
人
件
費
を
含
む
製
造
原
価
に
関
す
る
目
標
の
交
渉
を
行
な
う
の
は
、
工
場
で
あ
る
。

そ
の
際
、
目
標
値
の
原
案
は
工
場
側
も
作
成
す
る
。
た
と
え
ば
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ

l
C
社
で
は
、
工
場
長
つ
き
の
ス
タ
ッ
フ

が
目
標
値
を
設
定
し
て
、
本
社
の
生
産
管
理
部
や
生
産
企
画
部
の
提
示
す
る
予
算
計
画
と
す
り
あ
わ
せ
を
行
な
う
。
さ
ら
に
、
工
場

長
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
以
下
の
従
業
員
も
目
標
値
の
設
定
に
関
与
す
る
。
こ
の
企
業
で
は
、
本
社
と
の
交
渉
が
は
じ
ま
る
前
の
工
場
側

の
方
針
案
が
固
ま
っ
た
段
階
で
、
工
場
内
の
各
部
門
が
そ
の
案
に
対
す
る
問
題
点
や
可
能
性
を
検
討
す
る
過
程
が
あ
る
と
い
う
。
以

上
要
す
る
に
、
自
動
車
会
社
で
は
、
事
業
所
（
工
場
）
が
能
率
管
理
の
基
本
単
位
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
下
の
組
織

も
業
績
目
標
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
目
標
値
の
設
定
過
程
に
参
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
石
田
[
-
九
九
七
]
八
'
九
頁
）
。

な
ぜ
こ
う
し
た
下
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
半
期
ご
と
の
利
益
計
画
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

各
部
署
に
振
り
分
け
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
工
数
や
歩
留
と
い
っ
た
生
産
現
場
の
指
標
へ
と
機
械
的
に
置
き
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
生
産
現
場
で
は
、
必
ず
し
も
利
益
計
画
に
作
業
能
率
を
あ
わ
せ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
歩
留
や
稼
働
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
具
体
的
な
改
善
や
設
備
投
資
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
現
場
に
そ
の
可
能
性
が
ど
の
程
度
あ
り
、
ま
た
作
業
能
率

を
阻
害
す
る
機
械
修
理
や
不
定
期
な
作
業
が
ど
の
程
度
の
確
率
で
起
こ
り
う
る
の
か
と
い
っ
た
職
場
固
有
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
現

場
の
管
理
者
が
多
く
の
情
報
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
利
益
計
画
と
現
場
の
業
績
目
標
と
の
す
り
あ
わ
せ
を
行
な
う
た
め
に
は
、

現
場
の
状
況
を
理
解
し
て
い
る
現
場
管
理
者
と
の
話
し
あ
い
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
現
場
の
意
見
を
き
ち
ん
と
ふ
ま
え
な
け
れ
ば
、
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組
織
全
体
が
目
標
を
共
有
し
、
現
場
か
ら
の
能
率
向
上
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
下
か
ら
の
参
加
に
は
限
界
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
エ
数
低
減
に
目
標
を
置
い
た
場
合
、
そ
の
直
接
的
な
対
象
と
な
る

一
般
の
作
業
員
の
意
欲
を
引
ぎ
出
す
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

C
礼
に
は
、
改
善
の
た
め
の
特
別
の
紀
織
が
あ
り
、

改
善
活
動
を
中
心
的
に
行
な
う
従
業
員
は
、
ラ
イ
ン
の
作
業
者
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
善
班
は
、
実
際
の
改
善
活
動
の
な

か
で
、
職
長
の
補
佐
的
な
働
き
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
分
華
芦
に
よ
っ
て
、
改
善
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
鉄
鋼
業
に

は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

最
後
に
、
業
績
目
標
の
達
成
と
か
か
わ
っ
て
、
職
場
に
与
え
ら
れ
る
権
限
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
能
率
向
上
の
責
任
を
も
つ
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
権
限
を
も
つ
と
い
う
こ
と
と
対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
、
組
織
が
有
効
に
は
機
能
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
エ
数
を
削
減
す
る
た
め
に
標
準
作
業
を
組
み
換
え
る
権
限
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
末
端
の
監
督
者
レ
ベ
ル
ま
で
参
画
し
て
い
る
。
次
に
、
設
備
投
資
が
要
員
を
左
右
す
る
の
で
、
そ
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
の
権

限
も
み
て
お
こ
う
。
大
手
メ
ー
カ

l
B
社
で
は
、
自
動
化
な
ど
の
大
規
模
な
も
の
を
除
い
て
、
改
善
に
必
要
な
設
備
の
導
入
な
ど
に

関
し
て
は
、
現
場
に
予
算
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
場
ラ
イ
ン
組
織
に
能
率
向
上
の
努
力
を
求
め
、
そ
れ
に
必
要
な
裁
量
が
一
定
程
度
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

職
場
の
業
績
目
標
の
設
定
や
達
成
に
か
か
わ
っ
て
、
部
門
の
管
理
者
や
従
業
員
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
、

(28) 

ま
た
彼
ら
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
業
績
目
標
の
達
成
を
人
事
査
定
に
強
く
反
映
さ
せ
て
、
個
人
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
仕
方
が
あ
る
。
た
だ
し
、

反
映
の
桓
度
は
、
当
然
、
従
業
員
に
与
え
ら
れ
て
い
る
責
任
と
権
限
の
強
さ
に
よ
っ
て
異
な
る
。
大
手
メ
ー
カ

l
C
社
で
は
、
課
長

あ
る
。
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（

一

）

総
合
ス
ー
パ
ー
の
業
態
と
雇
用
管
理

ス
ー
パ
ー
の
業
態
は
、
総
合
ス
ー
パ
ー
あ
る
い
は
G
M
S
(
G
e
n
e
r
a
l
Merchandise 
Srore)
、

四
総
合
ス
ー
パ
ー

（
プ
ラ
ン
ト
長
）
以
上
の
経
営
幹
部
の
人
事
考
課
に
は
、
所
属
現
場
の
半
期
単
位
の
赤
字
・
黒
字
を
直
接
的
に
反
映
さ
せ
て
、
班
長
以

下
に
つ
い
て
は
過
去
三
年
間
の
実
紬
デ
ー
タ
を
み
な
が
ら
緩
や
か
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

第
二
に
、
毎
月
、
毎
週
の
各
種
の
会
議
を
通
じ
て
、
管
理
者
の
行
動
を
直
接
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
方
が
あ
る
。
会
議
は
各

級
管
理
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
上
位
の
レ
ベ
ル
の
会
議
に
備
え
て
、
事
前
に
下
位
の
レ
ベ
ル
の
会
議
を
行
な
う
と
い
う
形
で

連
な
っ
て
い
る
。
会
議
に
お
い
て
は
、
生
産
の
進
捗
状
況
が
下
位
レ
ベ
ル
の
管
理
者
か
ら
報
告
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
報
告
内
容
を
上

位
の
管
理
者
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
機
会
主
義
的
（
あ
ざ
む
く
）
行
動
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
自
動
車
工

場
に
お
い
て
は
、
工
場
ト
ッ
プ
の
経
営
陣
の
現
場
理
解
力
が
高
い
た
め
に
、
そ
う
し
た
行
動
の
可
能
性
が
低
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば

B
社
に
お
い
て
は
、
工
場
長
が
課
の
目
標
値
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
合
は
、
具
体
的
な
改
善
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
あ
る

場
合
が
多
い
と
い
う
。
ま
た
、

C
社
で
は
工
場
長
の
現
場
を
み
る
目
が
た
し
か
な
の
で
「
嘘
は
い
え
な
い
」
と
い
う
。

第
三
に
、
計
画
さ
れ
た
能
率
向
上
を
見
込
ん
で
生
産
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
通
じ
て
、
目
標
達
成
へ
の
緊
張
感
を
高
め
る
と
い
う

仕
方
が
あ
る
。

C
社
お
よ
び

B
社
で
は
、
生
産
計
画
の
設
定
に
お
い
て
は
、
目
標
と
さ
れ
て
い
る
エ
数
削
減
率
を
織
り
込
ん
で
、
標

準
時
間
と
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
設
定
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
目
標
ど
お
り
に
改
善
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

人
手
が
足
ら
な
く
な
り
、
応
援
を
手
配
し
た
り
、
あ
る
い
は
残
業
で
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
仕
組
み
が
、
管
理
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
積
極
的
に
努
力
す
る
こ
と
を

促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
食
品
ス
ー
パ

rSS 
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ー
）
、
衣
料
品
ス
ー
パ
ー
（
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
節
で
主
に
取
り
上
げ
る
総
合
ス
ー
パ
ー
と
は
、
食
料

品
、
衣
料
品
、
そ
し
て
日
常
雑
貨
な
ど
の
生
活
必
需
品
分
野
に
総
合
的
に
対
応
す
る
品
揃
え
を
し
て
い
る
大
規
模
小
売
店
を
い
う

（
折
橋
〔
一
九
九
―
]
二

0
，
ニ
―
頁
）
。

ス
ー
パ
ー
の
要
員
管
理
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
雇
用
管
理
の
基
礎
知
識
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
パ
ー

卜
労
働
力
の
活
用
（
基
幹
化
）
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
総
合
ス
ー
パ
ー
で
は
、
従
業
員
の
八
割
以
上
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で

(29) 

あ
る
。
第
二
に
、
少
数
の
大
卒
正
社
員
が
、
パ
ー
ト
労
働
の
管
理
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
る
。
正
社
員
は
大
卒
で
あ
る
が
、
キ
ャ

リ
ア
の
初
期
に
は
多
く
の
場
合
店
舗
に
配
属
さ
れ
て
販
売
を
経
験
す
る
。
そ
こ
で
、
若
い
う
ち
か
ら
パ
ー
ト
従
業
員
の
管
理
的
職
能

を
担
う
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
正
社
員
の
業
績
主
義
的
人
事
管
理
で
あ
る
。
小
売
と
い
う
業
態
か
ら
し
て
業
績
が
明
確
化
し
や
す

く
、
ま
た
多
く
の
正
社
員
が
管
理
職
と
し
て
一
定
の
責
任
・
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
業
績
主
義
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
賃
金
制
度
で
は
、
売
場
長
レ
ベ
ル
の
社
員
以
上
に
対
し
て
は
、
業
績
数
値
の
達
成
度
が
月
例
給
与
に
強
く
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
小
野
[
二

o゚
二

要
員
管
理

こ
こ
で
は
、
総
合
ス
ー
パ
ー
の
要
員
管
理
と
組
合
の
規
制
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
う
。
総
合
ス
ー
パ
ー
で
は
パ
ー
ト
の
戦
力
化
が

進
ん
で
お
り
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ー
ト
の
合
理
化

総
合
ス
ー
パ
ー
で
は
、
人
件
費
は
正
社
員
と
非
正
社
員
に
分
け
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
正
社
員
の
異
動
に
よ
っ
て
各
店
舗
の
人
件

費
が
変
わ
る
た
め
、
営
業
利
益
目
標
を
決
め
る
前
に
人
事
異
動
計
画
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
事
異
動
は
、
人
事
部
が
大

枠
を
つ
く
り
、
地
域
を
統
括
す
る
支
社
と
店
舗
で
具
体
的
な
折
衝
を
す
る
。
こ
こ
が
能
率
交
渉
の
焦
点
で
あ
り
、
交
渉
が
難
航
す
る

（二）

1
0六
頁
）
。
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正
社
員
の
人
件
費
を
人
件
貨
予
算
か
ら
引
い
て
残
っ
た
も
の
が
、
非
正
社
員
の
人
件
費
と
な
る
。
非
正
社
員
は
時
給
計
算
で
あ
る

の
で
、
総
人
件
費
が
決
ま
れ
ば
、
総
労
働
時
間
が
演
繹
さ
れ
る
。
こ
の
枠
の
な
か
で
、
新
年
度
の
売
上
状
況
を
予
測
し
て
、
非
正
社

員
の
要
員
が
決
ま
る
。
売
場
の
能
率
向
上
努
力
は
、
非
正
社
員
の
労
働
時
間
の
短
縮
、
要
員
合
理
化
に
向
け
ら
れ
、
業
績
を
上
げ
る

た
め
に
パ
ー
ト
の
労
働
時
間
が
調
整
さ
れ
る
（
同
上
、
一

0
1
-

I
 

0
四
頁
）
。

要
す
る
に
、
店
舗
は
正
社
員
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
し
、
そ
れ
が
決
ま
っ
た
後
は
、
基
本
的
に
は
非
正
社
員
の
合
理
化
を
追
求

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

組
合
の
弱
い
規
制

正
社
員
や
非
正
社
員
の
要
員
問
題
に
対
し
て
、
労
働
組
合
が
強
い
規
制
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
パ
ー
ト
を
組

織
化
す
る
以
前
の
総
合
ス
ー
パ
ー
の
正
社
員
組
合
も
、
パ
ー
ト
社
員
の
代
弁
機
能
を
も
ち
、
賃
金
な
ど
に
関
す
る
パ
ー
ト
従
業
員
の

要
求
を
経
営
側
と
交
渉
し
て
い
た
例
が
あ
る
（
川
喜
多
[
-
九
八
三
]
-
―
一
八
四
＇
三
九
三
頁
）
。
し
か
し
、
要
員
問
題
に
つ
い
て
は
大
き

く
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
。
近
年
、
大
手
労
組
の
パ
ー
ト
組
織
化
は
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
組
合
の
取
り
組
み
は
、
賃
金
や
一

時
金
な
ど
の
報
酬
制
度
が
中
心
で
、
雇
用
保
障
の
優
先
順
位
は
高
く
な
い
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
[
二

O
O
六]）
o

そ
の
背
景
に

は
、
も
と
も
と
パ
ー
ト
労
働
者
の
流
動
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
パ
ー
ト
の
労
働
時
間
の
短
縮
に
対
し
て

は
、
パ
ー
ト
従
業
員
の
モ
ラ
ー
ル
低
下
を
嫌
う
管
理
者
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（
小
野
口

0
OI

 

J

)

。

次
に
、
正
社
員
の
要
員
問
題
に
つ
い
て
の
規
制
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
七

0
年
代
半
ば
ま
で
の
ス
ー
パ
ー
の
急
成
長
期
に
は
、
一

般
的
に
労
働
時
間
や
賃
金
水
準
な
ど
の
労
働
条
件
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
対
抗
的
な
労
働
組
合
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
時
代
に
は
、

一
部
の
絆
合
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
要
員
闘
争
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
八

0
年
前
後
に
は
、
そ
う
し
た
運
動
は
一
般
的
で
は

で
あ
る
。

(30) 

」
と
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
店
舗
に
と
っ
て
は
、

コ
ス
ト
の
高
い
正
社
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
営
業
利
益
の
圧
迫
と
な
る
か
ら
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な
く
な
り
、
組
合
規
制
の
重
点
は
、
勤
務
時
間
や
営
業
時
間
帯
の
問
題
や
、
賃
金
水
準
に
置
か
れ
て
い
る
。
総
じ
て
総
合
ス
ー
パ
ー

に
お
け
る
組
合
の
要
員
規
制
は
、
相
対
的
に
弱
い
と
考
え
ら
れ
る
。

店
舗
の
業
績
管
理

る
プ
ロ
セ
ス
と
〔
目
標
達
成
の
た
め
に
店
舗
に
与
え
ら
れ
る
裁
量
権
に
つ
い
て
検
討

こ
こ
で
は
、
店
舗
の
業
績
目
標
が
設
定
さ
れ

す
る
。

店
舗
の
交
渉

ス
ー
パ
ー
の
店
舗
の
業
績
管
理
に
お
い
て
は
、
売
上
と
同
時
に
要
員
合
理
化
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
上
述
の
と

お
り
、
正
社
員
の
店
舗
間
移
動
を
決
定
す
る
際
に
、
コ
ス
ト
の
高
い
正
社
員
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
交
渉
が
難
航
す
る
と
い
う

点
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。

(33) 

利
益
計
画
は
、
全
社
、
支
社
、
事
業
所
、
店
舗
、
売
場
の
順
に
下
ろ
さ
れ
て
い
く
。
ス
ー
パ
ー
の
経
営
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
指

標
は
、
営
業
利
益
で
あ
る
。
営
業
利
益
と
は
、
売
上
高
か
ら
売
上
原
価
と
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

人
件
費
は
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
営
業
利
益
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
売
上
向
上
と
同
時
に

人
件
費
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(34) 

全
社
的
な
利
益
計
画
を
、
営
業
利
益
と
い
う
指
標
で
割
り
振
る
過
程
に
お
け
る
交
渉
を
み
て
み
よ
う
。
あ
る
総
合
ス
ー
パ
ー
で
は
、

店
舗
が
営
業
利
益
の
責
任
単
位
と
な
っ
て
、
そ
の
目
標
設
定
プ
ロ
セ
ス
で
交
渉
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い
場

合
に
は
、
人
事
異
動
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
ほ
か
の
店
舗
に
予
算
の
付
け
替
え
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
店
舗
は

能
率
交
渉
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
店
舗
内
の
各
部
門
が
利
益
計
画
に
関
与
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
売
り
場

単
位
で
売
上
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
も
と
に
店
舗
は
折
衝
に
の
ぞ
む
。
売
り
場
で
は
、
人
件
費
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
で
き
な
い
の
で
、

（三）
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売
上
に
重
点
を
置
い
た
指
標
が
与
え
ら
れ
る
（
同
上
、

標
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
0
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
権
限
に
あ
わ
せ
て
、
目

販
売
政
策
に
お
け
る
店
舗
の
裁
量

営
業
利
益
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
要
員
合
理
化
だ
け
で
は
な
く
、
当
然
、
売
上
を
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
店
舗
を

営
業
利
益
の
責
任
単
位
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
利
益
を
左
右
す
る
だ
け
の
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

店
舗
が
販
売
政
策
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
権
限
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
総
合
ス
ー
パ
ー
に
限
ら
ず
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
は
本
部
集
権
的
な
経
営
を
行
な
う
た
め
、
一
般
的
に
は
店
舗
の
権
限

は
小
さ
い
。
総
合
ス
ー
パ
ー
の
組
織
に
は
、
本
社
の
ほ
か
に
、
複
数
の
店
舗
を
取
り
ま
と
め
る
地
域
事
業
所
あ
る
い
は
支
社
が
存
在

し
、
販
売
政
策
を
担
う
バ
イ
ヤ
ー
が
店
舗
の
外
の
組
織
（
商
品
部
）
に
所
属
し
て
い
る
。
販
売
政
策
に
関
し
て
は
、
商
品
部
が
集
権

的
に
管
理
し
て
い
る
。

し
か
し
、
商
品
部
は
、
店
舗
の
販
売
政
策
の
す
べ
て
を
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
棚
割
と
値
下
げ
の
権
限
に
注
目

(35) 

す
る
。
あ
る
総
合
ス
ー
パ
ー
で
は
、
棚
割
は
、
や
は
り
本
部
の
商
品
部
の
バ
イ
ヤ
ー
が
主
導
的
に
決
め
る
の
で
あ
る
が
、
店
舗
の
特

(36) 

性
に
よ
っ
て
売
れ
行
き
が
異
な
る
商
品
が
あ
る
た
め
、
店
舗
側
の
判
断
で
本
部
の
指
示
と
は
異
な
る
陳
列
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
棚
割
修
正
の
判
断
は
、
主
に
店
舗
の
課
長
レ
ベ
ル
が
行
な
う
。
た
だ
し
こ
の
修
正
は
、
本
部
に
申
請
し
て
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
。
こ
う
し
た
棚
割
修
正
は
、
全
商
品
の
二
割
程
度
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
次
に
、
値
下
げ
を
み
て
み
よ
う
。
同
じ
総
合
ス
ー
パ

ー
で
は
、
値
下
げ
予
算
の
半
分
は
本
部
商
品
部
が
判
断
す
る
。
店
舗
は
、
値
下
げ
商
品
、
値
下
げ
時
期
、
値
下
げ
率
な
ど
を
、
本
部

の
指
ホ
ど
お
り
に
実
行
す
る
。
残
り
の
半
分
は
店
舗
の
権
限
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
本
部
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
提
示
さ
れ
る
の
で
、
ま
っ
た
く
自
由
に
行
な
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
一
九
八

0
年
代
半
ば
以
前
は
、
値
下
げ
の
す
べ
て

を
本
部
が
判
断
し
て
い
た
が
、
店
舗
の
特
性
を
考
慮
し
た
効
率
的
な
値
下
げ
が
で
き
な
い
た
め
に
、
五

0
％
を
店
舗
の
判
断
に
任
せ
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五

デ

パ

ー

ト

一
四
＇

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
部
集
権
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
に
お
い
て
も
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
て
効
率
的
に
売
上
を
伸

ば
す
た
め
に
、
店
舗
に
対
し
て
販
売
政
策
上
の
若
干
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
デ
パ
ー
ト
の
売
り
場
の
業
績
管
理
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
デ
パ
ー
ト
の
取
引
様
式
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

次
に
、
正
社
員
と
非
正
社
員
の
要
員
管
理
や
職
域
区
分
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
利
益
目
標
の
設
定
や
販

売
計
画
の
策
定
と
い
っ
た
業
績
管
理
上
の
要
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
一
）
デ
パ
ー
ト
の
取
引
様
式
と
要
員
管
理

取
引
様
式

デ
パ
ー
ト
の
職
場
の
能
率
管
理
の
焦
点
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
デ
パ
ー
ト
固
有
の
取
引
様
式
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

デ
パ
ー
ト
と
納
入
業
者
と
の
間
に
は
、
買
取
仕
入
れ
、
委
託
仕
入
れ
、
売
上
仕
入
れ
の
三
つ
の
取
引
様
式
が
あ
る
。
買
取
仕
入
れ
は
、

通
常
の
仕
入
れ
で
あ
り
、
仕
入
れ
と
同
時
に
商
品
の
所
有
権
が
デ
パ
ー
ト
に
移
る
。
返
品
を
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
る
の
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
デ
パ
ー
ト
側
に
あ
る
。
委
託
仕
入
れ
は
、
デ
パ
ー
ト
が
納
入
業
者
か
ら
商
品
の
販
売
を
委
託
さ
れ
る
と
い
う
形

式
で
あ
り
、
商
品
の
所
有
権
は
納
入
業
者
側
に
あ
る
。
商
品
の
損
傷
や
消
滅
な
ど
の
管
理
上
の
責
任
は
デ
パ
ー
ト
側
が
と
る
が
、
売

れ
残
り
な
ど
の
商
品
企
画
上
の
リ
ス
ク
は
納
入
業
者
側
に
あ
る
。
売
上
仕
入
れ
と
は
、
売
れ
た
分
だ
け
仕
入
れ
る
と
い
う
取
引
で
あ

る
。
商
品
の
管
理
上
の
責
任
、
企
画
上
の
責
任
の
双
方
が
納
入
業
者
側
に
あ
る
。
こ
う
し
た
仕
入
れ
方
式
は
、
デ
パ
ー
ト
の
「
小
売

業
に
占
め
る
王
者
の
地
位
が
長
く
続
い
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
で
き
た
も
の
」
で
あ
る
（
岡
田
[
-
九
九
―
]
一
五
頁
）
。
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要
員
削
減
の
限
界

以
上
の
取
引
様
式
の
う
ち
、
委
託
仕
入
れ
や
売
上
仕
入
れ
に
お
い
て
は
、
納
入
業
者
か
ら
販
売
人
員
が
派
遣
さ
れ
、
デ
パ
ー
ト
側

の
社
員
と
混
在
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
売
上
仕
入
れ
の
場
合
は
、
派
遣
定
員
が
売
り
場
の
大
部
分
を
占
め
る
。
そ
の
こ
と

は
、
デ
パ
ー
ト
側
の
要
員
合
理
化
へ
の
意
欲
を
制
約
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
デ
パ
ー
ト
側
が
販
売
人
員
を
削
減
す
れ
ば
、
そ
れ
は
派

遣
定
員
の
増
加
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
人
件
費
は
取
引
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
デ
パ
ー
ト
で
は
、

人
件
費
総
額
が
売
買
差
益
の
三
五
％
程
度
と
い
う
業
界
標
準
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
た
削
減
の
圧
力
は
生
じ
な
い
と

い
う
（
中
村
圭
介
[
―

1
0
0
五
]
-
―
九
ニ
―
―
―
一
頁
）
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
デ
パ
ー
ト
に
お
け
る
売
場
の
目
標
は
、
要
員
削
減
よ
り

も
売
上
の
向
上
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

職
域
管
理

以
上
の
よ
う
に
、
デ
パ
ー
ト
側
に
お
け
る
販
売
人
員
数
の
削
減
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
非
正
社
員
の
職
域
を
拡
大
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
件
費
を
削
減
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
、
デ
パ
ー
ト
で
は
一
対
一
で
の
接
客
販
売
が
中
心
な
の
で
、
求
め
ら
れ
る
技
能
水
準
も
高
く
、
パ
ー
ト
の
戦
力
化
に
は
限

界
が
あ
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
は
平
日
の
昼
間
に
希
望
勤
務
時
間
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
意
味
で
も
正
社
員
の
業
務

を
十
分
に
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
パ
ー
ト
の
職
域
は
、
全
社
統
一
的
に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
各
売
り
場
の
セ
ー

(37) 

ル
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
状
況
に
応
じ
て
決
め
て
お
り
、
職
場
の
自
律
性
が
高
い
。
一
部
の
パ
ー
ト
に
は
接
客
販
売
を
中
心
的
に
行

な
う
者
も
い
る
が
、
主
に
は
、
各
日
の
計
数
集
計
、
修
理
加
工
承
り
、
入
金
処
理
、
包
装
梱
包
、
用
度
管
理
、
倉
庫
納
品
整
理
、
返

品
作
業
、

P
o
s着
席
な
ど
の
、
高
い
技
能
を
必
要
と
し
な
い
業
務
を
率
先
し
て
行
な
っ
て
い
る
。

む
し
ろ
、
今
後
デ
パ
ー
ト
で
拡
大
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
は
契
約
社
員
で
あ
る
。
契
約
社
員
は
、
パ
ー
ト
よ
り
も
接
客
販

靡
の
ス
キ
ル
が
高
い
の
で
、
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
佐
野
嘉
秀
の
調
査
研
究
に
よ
れ
ば
、
あ
る
大
手
デ
パ
ー
ト
で
は
九

0
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(38) 

年
代
末
に
労
働
組
合
が
契
約
社
員
の
積
極
的
活
用
を
提
案
し
て
い
る
（
佐
野
嘉
秀

[
1
1
0
0
0
]
)
。
こ
れ
は
、
パ
ー
ト
が
少
な
く
な
る

夕
方
や
休
日
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
労
働
強
度
を
緩
和
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
契
約
社
員
の
活
用
は
、

経
営
上
層
あ
る
い
は
労
組
本
部
で
意
思
決
定
さ
れ
る
人
的
資
源
戦
略
で
あ
り
、
現
場
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

以
上
、
デ
パ
ー
ト
で
は
、
要
員
削
減
が
職
場
の
業
績
目
標
の
中
心
で
は
な
い
。
正
社
員
の
パ
ー
ト
ヘ
の
代
替
を
強
く
促
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
す
で
に
示
し
た
と
お
り
、
独
特
の
取
引
形
態
や
業
務
の
性
質
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、

そ
も
そ
も
デ
パ
ー
ト
は
一
等
地
に
あ
る
の
で
、
土
地
生
産
性
を
追
及
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
要
す
る
に
、
デ
パ
ー
ト
の
能
率
管
理
の
焦
点
は
、
要
員
枠
を
所
与
と
し
て
、
売
上
を
向
上
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
は
、
売
上
指
標
を
中
心
と
し
た
業
績
管
理
の
仕
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
売
上
目
標

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
正
社
員
の
要
員
数
は
売
り
場
の
目
標
に
は
な
ら
ず
、
そ
の
人
件
費
は
固
定
費
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
利
益

目
標
の
設
定
の
際
に
は
、
正
社
員
が
多
く
配
置
さ
れ
た
職
場
で
は
利
益
目
標
が
減
額
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
人
件
費
の
安
い
労
働
者
へ

の
代
替
を
職
場
管
理
者
に
促
す
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
中
村
圭
介
[
―

1
0
0
五
]
二
九
＇
三
二
頁
）
。
そ
の
た
め
、
人
件
費
が
か

か
わ
る
営
業
利
益
額
（
商
品
利
益
額
ー
販
売
管
理
費
）
は
店
の
業
績
目
標
値
に
は
な
り
に
く
い
。
実
質
的
に
店
の
目
標
に
な
る
の
は
、

売
上
、
商
品
利
益
額
（
売
上

x
商
品
利
益
率
）
、
在
高
と
な
る
（
小
野
[
二

O
O
五
]
―
六
九
ー
―
七
O
頁）〇

以
下
で
は
、
デ
パ
ー
ト
の
売
り
場
に
お
け
る
業
績
目
標
の
設
定
過
程
を
み
て
い
こ
う
。
デ
パ
ー
ト
で
は
、
本
社
で
決
め
ら
れ
た
売

上
高
、
差
益
額
、
営
業
利
益
額
な
ど
に
つ
い
て
の
目
標
値
が
、
店
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
る
。
店
の
業
績
目
標
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
決
め
ら
れ
る
。
店
の
な
か
で
は
、
大
枠
と
し
て
の
目
標
利
益
額
を
達
成
す
る
た
め
の
各
種
の
目
標
値
の
割
り
振
り
を
、
各
営
業
部

と
予
算
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
の
間
で
折
衝
す
る
（
中
村
圭
介
[
二

O
O
五
]
四
一
ー
四
二
頁
)
o

す
な
ゎ
ち
、
利
益
計
画
の
プ
レ
イ
ク
ダ
ウ

（二）

業
績
管
理

I95 



ン
に
お
い
て
最
も
争
点
と
な
る
の
は
、
店
帥
内
の
各
営
業
部
へ
の
割
り
振
り
に
あ
る
と
い
え
る
。
総
合
ス
ー
パ
ー
と
比
較
す
る
と
、

デ
パ
ー
ト
の
ほ
う
が
、
店
舗
内
の
部
局
の
自
律
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

各
部
同
へ
の
業
績
目
標
の
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
に
お
い
て
は
、
店
舗
予
算
関
係
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
し
た
原
案
ど
お
り
に
割
り
振
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
各
部
に
対
し
て
ま
っ
た
く
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
目
標
を
割
り
振
る
と
す
る
な
ら
ば
、
売
場
の
セ
ー
ル

ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
目
標
達
成
意
欲
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
彼
ら
の
人
事
評
価
は
目
標
達
成

度
で
評
価
さ
れ
、
目
標
の
高
さ
自
体
が
評
価
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
配
慮
は
重
要
で
あ
る
。
あ
る

大
手
デ
パ
ー
ト
で
は
、
売
場
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
売
上
目
標
値
を
出
さ
せ
て
そ
れ
を
修
正
し
た
り
、
あ
る
い
は
販
売
担
当
部
長
や

営
業
部
長
が
、
売
場
管
理
者
の
合
意
を
得
る
た
め
に
、
綿
密
な
面
接
を
し
た
う
え
で
目
標
数
値
を
出
し
て
い
る
と
い
う
（
同
上
、
四

三
ー
四
四
頁
）
。
ま
た
、
別
の
大
手
デ
パ
ー
ト
で
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
下
り
て
く
る
予
算
以
外
に
、
部
で
も
予
算
を
作
成
し
て
い
る
。

G
M
（
課
長
ク
ラ
ス
）
が
作
成
の
中
心
者
と
な
り
、
そ
の
下
の

S
M
（
セ
ー
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
担
当
品
番
の
予
算
の
概
算
を
つ
く

一
七
〇
ー
一
七
二
頁
）
。

っ
て
い
る
（
小
野

0
1
0
0
五
]

以
上
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
業
績
目
標
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
各
営
業
部
長
、

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
予
算
作
成
に
参
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
下
の
マ

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
販
売
政
策

右
で
述
べ
た
業
績
目
標
に
比
べ
て
、
販
売
政
策
面
で
は
下
か
ら
の
参
画
の
程
度
が
強
い
。
と
い
う
の
も
、
企
業
全
体
の
利
益
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
職
場
レ
ベ
ル
で
の
日
常
的
な
売
り
方
の
工
夫
や
改
善
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
販
売
政
策
の
策
定
プ

ロ
セ
ス
を
説
明
し
よ
う
。

デ
パ
ー
ト
で
は
、
二
＼
七
月
（
春
夏
）
、
八
＼
一
月
（
秋
冬
）
の
シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。
こ
れ
は
、
利
益
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
よ
り
も
ニ
ヶ
月
先
行
し
て
い
る
（
予
算
は
上
期
四
＼
九
月
、
下
期
一

0
1三
月
）
。
そ
う
し
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
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一七――
l

一
七
三
頁
）
。

シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ン
は
、
利
益
計
画
と
厳
密
に
は
対
応
し
た
内
容
で
は
な
い
。
シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ン
策
定
の
会
議
の
な
か
で
は
、
ブ
ラ
ン

ド
別
・
ア
イ
テ
ム
別
の
売
上
高
、
売
上
高
の
年
齢
別
シ
ェ
ア
な
ど
の
前
年
度
実
績
値
は
示
さ
れ
る
が
、
今
年
度
の
目
標
値
を
設
定
す

る
こ
と
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ン
と
は
販
売
政
策
の
大
枠
な
の
で
あ
る
（
中
村
圭
介
[
―

1
0
0
五
]
三
ニ
ー
四
0
頁）。

そ
の
策
定
に
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

M
D
（
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）
統
括
本
部
、
グ
ル
ー
プ
担
当
長
、
営
業
部
、
売
場
が
関
与

す
る
。
利
益
計
画
の
策
定
過
程
と
比
べ
て
、
売
場
に
よ
る
下
か
ら
の
参
画
の
余
地
が
大
き
い
。
は
じ
め
に
、
企
業
が
抱
え
る
研
究
所

で
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ト
レ
ン
ド
予
測
を
も
と
に
、

M
D
統
括
本
部
が
大
方
針
を
出
す
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
、
営
業
部
、
売
場

の
各
レ
ベ
ル
で
販
売
政
策
を
作
成
し
て
い
く
。
売
場
に
近
づ
く
ほ
ど
に
具
体
的
に
な
り
、
た
と
え
ば
常
連
顧
客
の
商
品
志
向
や
競
合

店
と
の
品
揃
え
比
較
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
る
（
小
野

[
1
1
0
0
五
]

利
益
計
画
と
販
売
政
策
の
す
り
あ
わ
せ

製
造
業
に
お
け
る
改
善
活
動
と
は
異
な
り
、
販
売
政
策
上
の
改
善
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
売
上
高
と
は
、
確
定
的
な
関
係
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
注
油
回
数
を
減
ら
し
て
も
機
械
の
機
能
が
落
ち
な
い
よ
う
な
保
全
上
の
改
善
を
す
る
な
ら
ば
、
必
然

的
に
機
械
油
の
コ
ス
ト
が
下
が
る
。
し
か
し
、
棚
割
り
や
配
列
の
工
夫
を
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
売
上
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら

な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
販
売
政
策
と
利
益
計
画
と
は
、
緩
や
か
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

あ
る
大
手
デ
パ
ー
ト
で
は
、
利
益
計
画
と
販
売
政
策
と
は
、
は
じ
め
は
緩
や
か
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
次
第
に
接
近
す
る
。
ま

ず
、
利
益
計
画
と
販
売
政
策
と
は
、
半
年
単
位
で
別
々
に
立
案
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
時
期
的
に
も
ニ
ヶ
月
の
ず
れ
が
あ
り
、
相
互

の
関
連
は
弱
い
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
こ
の
利
益
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど
の
く
ら
い
売
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
な
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
両
者
が
接
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
月
次
、
週
間
と
い

う
短
い
ス
パ
ン
の
会
議
の
な
か
で
行
な
わ
れ
て
い
く
。
月
次
の
販
売
計
画
は
、
売
場
ご
と
に
つ
く
ら
れ
て
、
そ
れ
を
営
業
部
単
位
で

ま
と
め
る
。
月
次
会
議
で
は
、
半
期
単
位
の
利
益
計
画
に
対
し
て
今
月
ま
で
の
成
績
が
「
勝
っ
て
い
る
の
か
負
け
て
い
る
の
か
」
が
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日
本
企
業
で
は
、
最
小
限
の
人
件
費
で
高
い
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
要
員
合
理
化
を
は
じ
め
と
す
る
原
価
の
統
制
や
、
品
質
や

産
出
量
あ
る
い
は
売
上
と
い
っ
た
広
い
意
味
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
質
・
量
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
日
本
企
業
の
能
率
向
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
各
級
組
織
の
業
績
指
標
、
そ
の
目
標
設
定
に
お
け

る
組
織
内
交
渉
過
程
、
そ
し
て
目
標
達
成
の
た
め
に
現
場
に
付
与
さ
れ
る
責
任
・
権
限
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
日
本
の
職
場
の
能
率
管
理
に
お
い
て
最
も
重
要
な
特
徴
は
、
現
場
ラ
イ
ン
組
織
が
能
率
の
責
任
主
体
と
な
り
、
そ
の
従
業
員

が
広
く
能
率
問
題
に
関
与
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
生
産
性
向
上
へ
の
労
働
側
の
協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
た
。
参
加
を
重
視
す
る
経
営
管
理
と
、
協
力
的
な
労
使
関
係
と
が
一
体
の
も
の
と
な
っ
て
、
日
本
の
職
場
の
能
率
を
支
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
産
業
間
の
異
同
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
職
場
に
与
え
ら
れ
る
能
率
目
標
の
内
容
は
、
産
業
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

大
別
す
れ
ば
、
要
員
削
減
を
重
視
す
る
自
動
車
・
総
合
ス
ー
パ
ー
と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
重
視
す
る
鉄
鋼
業
・
デ
パ
ー
ト
に
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
特
性
や
労
使
関
係
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
鉄
鋼
業
で
は
、
要
員
水
準
が

六

は
っ
き
り
と
示
さ
れ
、
月
単
位
の
業
績
目
標
が
修
正
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
商
品
政
策
、
販
売
政
策
が
売
り

場
の
担
当
者
か
ら
示
さ
れ
る
。
半
期
の
シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ン
に
沿
い
な
が
ら
、
そ
し
て
直
近
の
ト
レ
ン
ド
を
み
な
が
ら
、
販
売
政
策
を

錬
り
直
し
た
も
の
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
差
し
替
え
な
ど
の
大
き
な
方
針
転
換
も
行
な
わ
れ
る
。
週
単
位
で
、

「
売
れ
筋
L

商
品
の
追
加
や
「
死
に
筋
」
商
品
を
外
す
な
ど
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
（
中
村
圭
介

[
1
1
0
0
五
]
四
七
I

五
二
頁
）
。
あ
る

(39) 

い
は
、
緊
急
的
に
単
発
セ
ー
ル
（
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
）
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
半
年
単
位
で
立
て
た
利

益
計
画
に
沿
っ
て
、
月
間
の
業
績
目
標
と
販
売
政
策
が
調
整
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

能
率
管
理
の
産
業
間
比
較
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成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

設
備
に
強
く
規
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
要
員
合
理
化
に
か
か
わ
る
多
く
の
問
題
が
労
使
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
協
議
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
労
使
関
係
的
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
場
管
理
者
が
要
員
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

デ
パ
ー
ト
で
は
、
納
入
業
者
か
ら
販
売
員
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
、
土
地
生
産
性
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
立
地
条
件
、
接
客
販
売
と

い
う
高
い
技
能
を
要
す
る
業
務
な
ど
の
た
め
に
、
正
社
員
の
要
員
削
減
が
最
重
要
課
題
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
産
業
に
お
い
て
も
、
業
績
目
標
の
設
定
過
程
に
お
い
て
、
現
場
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
し
て

い
た
が
、
製
造
業
と
小
売
業
と
で
は
、
下
か
ら
の
参
加
の
程
度
や
様
式
が
異
な
っ
て
い
た
。
業
績
目
標
の
設
定
に
お
け
る
下
か
ら
の

参
加
は
、
小
売
業
よ
り
も
製
造
業
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
製
造
業
に
お
い
て
は
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
と
経
営
上
層
と

の
間
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
目
標
（
納
期
）
の
未
達
成
が
組
織
に
与
え
る
損
失
が
大
き
い
こ
と
な
ど
と

関
連
し
て
、
現
場
の
発
言
が
尊
重
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
場
ラ
イ
ン
組
織
が
能
率
の
責
任
主
体
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
際
比
較
の
観
点
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
国
際
比
較
研
究
は
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
興
味
深
い

調
査
結
果
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
要
員
合
理
化
に
関
す
る
責
任
の
所
在
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
産
業
で
は
生
産
管
理
ス
タ
ッ

フ
部
門
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
製
造
部
門
に
あ
る
と
い
う
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
[
二

O
O
七
a
]

了
七
三
I

了
八
一

頁
）
。
能
率
に
か
か
わ
る
責
任
。
権
限
の
配
分
の
仕
方
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
領
域
が
広
い
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
業
の
違
い
は
、
能
率
管
理
の
進
め
方
や
従
業
員
の
参
加
の
あ
り
方
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

現
場
ラ
イ
ン
組
織
の
多
く
の
従
業
員
を
能
率
問
題
に
参
加
さ
せ
、
仕
事
に
密
着
し
た
小
さ
な
改
善
提
案
を
吸
い
上
げ
て
、
能
率
向
上

に
生
か
そ
う
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
企
業
の
「
計
画
と
執
行
の
分
離
」
と
は
異
な
る
組
織
原
理
の
う
え
に
、
日
本
企
業
の
能
率
管
理
は

（
青
木
宏
之
）
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